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は じ め に

平成７年３月を第１報として発刊いたしました「鳥取県がん検診実績報告書」が今回で第１０報とな

ります。

この１０年間を振り返ってみますと、他県に先駆け、平成７年度から肝臓がん検診及び陽性者への

フォローアップ事業を開始したほか、平成１２年９月から胃がん一次検診における内視鏡検査の導入、

平成１５年度から便潜血検査１日２個法（１回の採便において、２検体を採取する方法）の推奨を行っ

てきました。

また、講習会の強化、精密検査医療機関登録条件の見直しなど、鳥取県独自の方式により質的向上

も図っております。

一方、国においては、平成１４年度より基本健康診査への肝炎ウイルス検査の導入、平成１５年度には、

受診率の向上及び死亡率減少効果のある検診を推進する観点から「がん検診に関する検討会」の中間

報告書がまとめられ、平成１６年度より子宮がん検診においては対象者を２０歳以上に引き下げること、

乳がん検診においては４０歳以上にマンモグラフィと視触診の併用検診の導入することが提言されまし

た。

その提言を踏まえ、鳥取県においても検診体制の整備の検討を重ねております。

更に、他のがん検診においても、今後検診方式等の見直しがなされると存じますが、素早く対処出

来るように努めて行きたいと存じます。

本書は不備な点もあるかと思いますが、精度管理向上の一助となれば幸いです。

平成１６年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 長 田 昭 夫



目 次

�．鳥取県健康対策協議会の構成及び組織図………………………………………………………………１

�．平成１４年度各がん検診事業実績

１．胃がん検診………………………………………………………………………………………………３

２．子宮がん検診……………………………………………………………………………………………１３

３．肺がん検診………………………………………………………………………………………………２１

４．乳がん検診………………………………………………………………………………………………３４

５．大腸がん検診……………………………………………………………………………………………４０

６．肝臓がん検診……………………………………………………………………………………………４８

７．全国がん検診実績との比較……………………………………………………………………………５９

�．平成１５年度各がん検診従事者講習会及び症例研究会開催状況

１．胃がん検診症例研究会報告……………………………………………………………………………６５

２．子宮がん検診症例研究会報告…………………………………………………………………………６６

３．肺がん検診症例研究会報告……………………………………………………………………………６７

４．乳がん検診症例研究会報告……………………………………………………………………………７０

５．大腸がん検診症例研究会報告…………………………………………………………………………７２

６．肝臓がん検診症例研究会報告…………………………………………………………………………７４

７．各地区がん検診症例検討会開催状況…………………………………………………………………７７

�．各がん検診精密検査医療機関登録について……………………………………………………………７８



�

�

鳥
　
取
　
県
�

（
運
営
）
�

（
計
画
・
実
施
）
�

循
環
器
疾
患
等
対
策
専
門
委
員
会
�

胃
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
（
胃
が
ん
検
診
読
影
）
�

子
宮
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

肺
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

乳
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

大
腸
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
（
大
腸
が
ん
注
腸
読
影
）
�

が
ん
登
録
対
策
専
門
委
員
会
�

脳
卒
中
登
録
対
策
専
門
委
員
会
�

肝
臓
が
ん
対
策
専
門
委
員
会
�

母
子
保
健
対
策
専
門
委
員
会
�

若
年
者
心
臓
検
診
対
策
専
門
委
員
会
（
心
電
図
判
読
）
�

公
衆
衛
生
活
動
対
策
専
門
委
員
会
�

疾
病
構
造
の
地
域
特
性
対
策
専
門
委
員
会
�

地
域
医
療
研
修
及
び
健
康
情
報
対
策
専
門
委
員
会
�

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
対
策
専
門
委
員
会
�

（
細
胞
診
判
定
）
�

（
胸
部
Ｘ
線
判
定
）
�

委 員 委 嘱�

協 議 結 果 報 告�

報 告�

指 導�
指 導�

検 診 委 託�市
町
村
�

検
診
機
関
�

（
保
健
事
業
団
等
）
�

調 査�

指 導�

委
　
託
�

委
　
託
�

成
人
病
検
診
管
理
指
導
協
議
会
�

（
成
人
病
登
録
評
価
部
会
）
�

総
合

部
会

�
循
環
器
疾
患
等
部
会
�

胃
が
ん
部
会
�

子
宮
が
ん
部
会
�

肺
が
ん
部
会
�

乳
が
ん
部
会
�

大
腸
が
ん
部
会
�

�

（
15
人
）
�

（
７
人
）
�

（
７
人
）
�

（
７
人
）
�

（
７
人
）
�

（
７
人
）
�

（
７
人
）
�

肝
臓
が
ん
抑
制
対
策
評
価
委
員
会
（
７
人
）
�

委
　
託
�
母
子
保
健
対
策
協
議
会
（
７
人
）
�

鳥
取
県
健
康
対
策
協
議
会
�

理
　
事
　
会
�

鳥
取
大
学
医
学
部
�

鳥
取
県
医
師
会
�

鳥
取
県
福
祉
保
健
部
�

専
門
委
員
会
�

�
．
鳥
取
県
健
康
対
策
協
議
会
の
構
成
及
び
組
織
図

（
昭
和
４６
年
１
月
２６
日
発
足
）

１



�．平成１４年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は

１６９，７５４人で、このうち受診者数はＸ線検査３２，７３８人、内視鏡検査は１３，２９５人で合計４６，０３３人であっ

た。受診率は２７．１％であった。平成１３年度より受診者数は２，３９７人増加し、受診率は１．０ポイント増加

した。平成１２年度に内視鏡検査を導入したことにより受診率の向上につながっており、同年の全国平

均１３％に比べ大変高率である。

検査の結果、胃がんまたは胃がん疑いであった者は１６１人発見され（Ｘ線検査５１人、内視鏡検査１１０

人）、がん発見率は０．３５％で前年度より０．０１ポイント増加した。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．１６％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．８３％で約５倍も高かった。

平成１４年度の全国平均は受診率１３．０％、要精検率１１．５％、がん発見率０．１８％で、鳥取県がいずれも

上回っている。

（１） Ｘ線検査は３９市町村で実施され、受診者数は３２，７３８人で、受診率は１９．３％で年々減少傾向であ

る。

一次検診の要精検者は３，５６３人、要精検率は１０．９％で、前年度より１．７ポイント減少した。

このうち、精密検査を受診したのは２，６０４人、精検受診率は７３．１％で、依然として低下傾向が続い

ている。特に、東部地区の精検受診率が悪く、他の地区に比べ約１０％低い。これは要精検者が市町村

から紹介状が来るまでに精検を受診するケースがあり、実際には精検受診していても紹介状が提出さ

れていない場合もあるのではないかということで、市町村の保健師さんに精検未受診者への受診勧奨

及び結果把握に努めて頂くこととなった。

精検結果は、胃がんまたは胃がん疑いであった者は５１人、胃がん発見率は０．１６％で、平成１３年度よ

り２４人も少なかった。特に集団検診からの発見がんが約半数に減少しており、各地区読影会の精度に

ついても考慮しながら、今後の経過を検討していかなければならない。

（２） 内視鏡検査は、２３市町村で実施され、受診者数は１３，２９５人で、検査結果は胃がんまたは胃がん

疑いであった者は１１０人が発見され、発見率は０．８１％で、平成１３年度より３７人も多く発見された。

２．胃がん検診発見胃がん追跡調査結果
平成１４年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１４２

例（一次検査がＸ線検査：車検診２０例、施設検診３３例、一次検査内視鏡検査：８９例）であった。ただ

し、腫瘍登録データと照合の結果、平成１４年度に胃がん一次検診を受診し、その後、がんと確定診断

されたが精検紹介状が市町村に報告されていない者が６名判明し、その確定調査結果も集計に計上し

た。

早期がんは１０４例、進行がんは３８例で、早期がん率は７３．２％であった。このうち切除例は１３６例で、

そのうち内視鏡切除は３３例で、平成１３年度の１２例に比べ非常に多く施行されている。

性・年齢別では、男性９８例、女性４４例であった。

切除例の大きさは２�以内が３８．６％であった。車検診では４５．０％、施設検診では３０．０％、内視鏡検

査では４０．２％であった。

切除例の深達度では「t１」が９９例で、そのうちｍが６５例であった。

また、前年度受診歴を有する進行癌は、車検診２例、施設検診９例でここ近年件数が減少している。

３
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（２） 平成１４年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４９１ １，０７４ ５４ ６９ ４３７ １，００５ １１．０ ６．４

４５～４９ ６４５ １，３３９ ９３ ８０ ５５２ １，２５９ １４．４ ６．０

５０～５４ ９７７ ２，１８７ １３０ １８０ ８４７ ２，００７ １３．３ ８．２

５５～５９ ９１４ ２，４００ １３５ ２０６ ７７９ ２，１９４ １４．８ ８．６

６０～６４ １，４６２ ３，２２１ ２０５ ２８７ １，２５７ ２，９３４ １４．０ ８．９

６５～６９ ２，２５８ ４，１７１ ２８９ ４１１ １，９６９ ３，７６０ １２．８ ９．９

７０～７４ ２，２９０ ３，６６６ ３２９ ３５１ １，９６１ ３，３１５ １４．４ ９．６

７５～７９ １，５４１ ２，２７０ ２３４ ２５０ １，３０７ ２，０２０ １５．２ １１．０

８０歳以上 ７７８ １，０５４ １２６ １３４ ６５２ ９２０ １６．２ １２．７

計 １１，３５６ ２１，３８２ １，５９５ １，９６８ ９，７６１ １９，４１４ １４．０ ９．２

合 計 ３２，７３８ ３，５６３ ２９，１７５ １０．９

（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
９年度

平 成
１０年度

平 成
１１年度

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一 次 検 診

対 象 者 数（人）１７５，６１２１７１，２５０１７４，０２１ １７２，８２５ １６７，３３６ １６９，７５４

受 診 者 数（人） ４４，１９２ ４１，１６５ ３９，７８３３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６３２，７３８１３，２９５ ４６，０３３

受 診 率（％） ２５．２ ２４．０ ２２．９ ２１．２ ２．１ ２３．４ ２０．３ ５．８ ２６．１ １９．３ ７．８ ２７．１

一 次 検 診
結 果

異常認めず（人）３５，７８２ ３３，６３９ ３３，３１９３１，５５６ ２９，６１８ ２９，１７５

要精検者数（人） ８，４１０ ７，５２６ ６，４６４ ５，１５０ ４，２８６ ３，５６３

要 精 検 率（％） １９．０ １８．３ １６．２ １４．０ １２．６ １０．９

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ６，５２３ ５，６７１ ４，８９４ ３，７６６ ３，２１２ ２，６０４

受 診 率（％） ７７．６ ７５．４ ７５．７ ７３．１ ７４．９ ７３．１

精 密 検 査
結 果

胃がん又はがんの
疑いのある者（人） １０３ ９５ ９０ ６４ ２３ ８７ ７５ ７３ １４８ ５１ １１０ １６１

胃がん発見率（％） ０．２３ ０．２３ ０．２３ ０．１７ ０．６３ ０．２２ ０．２２ ０．７５ ０．３４ ０．１６ ０．８３ ０．３５

追 跡 調 査
結 果

確定がん数（人） ９３ ８４ ８２ ７９ １０９ １４２

確定がん率（％） ０．２１ ０．２０ ０．２１ ０．２０ ０．２５ ０．３１

４



２）胃がんＸ線検診精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３２ ４７ ５９．３ ６８．１ １１ １７ ２１ ３０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ５４ ６０ ５８．１ ７５．０ １１ ２７ ４０ ３３ １ ０ ２ ０ ０．４６５ ０．０００

５０～５４ ８１ １３５ ６２．３ ７５．０ １６ ５２ ６４ ８２ ０ ０ １ １ ０．１０２ ０．０４６

５５～５９ ８７ １５３ ６４．４ ７４．３ １９ ６１ ６７ ９２ ０ ０ １ ０ ０．１０９ ０．０００

６０～６４ １３６ ２１３ ６６．３ ７４．２ ３３ ８４ １０２ １２８ ０ ０ １ １ ０．０６８ ０．０３１

６５～６９ １９６ ３１４ ６７．８ ７６．４ ５０ １０５ １４０ ２０８ ０ ０ ６ １ ０．２６６ ０．０２４

７０～７４ ２４６ ２８０ ７４．８ ７９．８ ６５ ９４ １７４ １８２ ３ １ ３ ４ ０．２６２ ０．１３６

７５～７９ １８２ １９７ ７７．８ ７８．８ ３８ ６３ １３３ １２８ １ ０ １０ ６ ０．７１４ ０．２６４

８０歳以上 ９５ ９６ ７５．４ ７１．６ ２０ ３０ ６９ ６４ ２ ０ ４ ２ ０．７７１ ０．１９０

計 １，１０９ １，４９５ ６９．５ ７６．０ ２６３ ５３３ ８１０ ９４７ ７ １ ２８ １５ ０．３０８ ０．０７５

合 計 ２，６０４ ７３．１ ７９６ １，７５７ ８ ４３ ０．１５６

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７，１４６ １３，１６６ ８５０ ９１０ ６，２９６ １２，２５６ １１．９ ６．９

中国労働衛生協会 ２２２ ３０１ １３ １８ ２０９ ２８３ ５．９ ６．０

病 院 １，２３７ ２，５３２ ２８１ ４４３ ９５６ ２，０８９ ２２．７ １７．５

診 療 所 ２，７５１ ５，３８３ ４５１ ５９７ ２，３００ ４，７８６ １６．４ １１．１

計 １１，３５６ ２１，３８２ １，５９５ １，９６８ ９，７６１ １９，４１４ １４．１ ９．２

合 計 ３２，７３８ ３，５６３ ２９，１７５ １０．９

ｂ．精密検査結果

一次検診
機 関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ６３８ ７４５ ７５．１ ８１．９ １５２ ２５９ ４７２ ４８０ ４ １ １０ ５ ０．１９６ ０．０４６

中国労働衛生協会 ９ １３ ６９．２ ７２．２ １ ４ ８ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

病 院 １５９ ２９１ ５６．６ ６５．７ ５５ １３４ ９９ １５２ ２ ０ ３ ５ ０．４０４ ０．１９７

診 療 所 ３０２ ４４７ ６７．０ ７４．９ ５５ １３６ ２３１ ３０６ １ ０ １５ ５ ０．５８２ ０．０９３

計 １，１０８ １，４９６ ６９．５ ７６．０ ２６３ ５３３ ８１０ ９４７ ７ １ ２８ １５ ０．３０８ ０．０７５

合 計 ２，６０４ ７３．１ ７９６ １，７５７ ８ ４３ ０．１５６

５
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（３） 平成１４年度胃がん内視鏡検診

１）年齢階級別結果

年 齢

一次検診
受診者数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １３７ ２５０ ６２ １３６ ７５ １１４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ １５５ ２５８ ８３ １３４ ７１ １２３ ０ ０ １ １ ０．６４５ ０．３８８

５０～５４ ２５３ ５２７ １３８ ２８２ １１４ ２４４ ０ ０ １ １ ０．３９５ ０．１９０

５５～５９ ３１５ ７４９ １７４ ３９６ １３６ ３５１ １ ０ ４ ２ １．５８７ ０．２６７

６０～６４ ５９０ １，１６２ ２９９ ６４１ ２８４ ５１８ ０ ２ ７ １ １．１８６ ０．２５８

６５～６９ １，０３７ １，６１２ ５００ ８６４ ５２２ ７４１ ０ ３ １５ ４ １．４４６ ０．４３４

７０～７４ １，２２２ １，７１０ ５７４ ８７７ ６３２ ８２７ ６ １ １０ ５ １．３０９ ０．３５１

７５～７９ ８８０ １，１７４ ４１８ ６１３ ４４３ ５５４ ３ ０ １６ ７ ２．１５９ ０．５９６

８０歳以上 ４７２ ７９２ ２２３ ４００ ２３５ ３８７ １ ２ １３ ３ ２．９６６ ０．６３１

計 ５，０６１ ８，２３４ ２，４７１ ４，３４３ ２，５１２ ３，８５９ １１ ８ ６７ ２４ １．５４１ ０．３８９

合 計 １３，２９５ ６，８１４ ６，３７１ １９ ９１ ０．８２７

２）検診機関別結果

検診機関

一次検診
受診者数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

病 院 １，５６６ ２，２１６ ７０１ １，０３７ ８４６ １，１７１ ４ ２ １５ ６ １．２１３ ０．３６１

診 療 所 ３，４９５ ６，０１８ １，７７０ ３，３０６ １，６６６ ２，６８８ ７ ６ ５２ １８ １．６８８ ０．３９９

計 ５，０６１ ８，２３４ ２，４７１ ４，３４３ ２，５１２ ３，８５９ １１ ８ ６７ ２４ １．５４１ ０．３８９

合 計 １３，２９５ ６，８１４ ６，３７１ １９ ９１ ０．８２７

７



３）平成１４年度胃がん内視鏡検診受診状況

市 町 村 名

検 査 結 果 別 人 員
がん発見率
（％）

Ｇ＝（Ｄ＋Ｅ）／Ａ
受 診 者 数

Ａ

異常認めず

Ｂ

そ の 他 の
疾 病

Ｃ

が ん 疑 い

Ｄ

が ん

Ｅ

異常者総計

Ｆ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ

鳥 取 市 ４，２９０ １，６９９ ２，５４９ １１ ３１ ２，５９１ ０．９７９

米 子 市 ５，２２４ ２，７８２ ２，３９５ ５ ４２ ２，４４２ ０．９００

倉 吉 市 ４１１ １９４ ２１６ ０ １ ２１７ ０．２４３

境 港 市 １，２６９ ７６７ ４９３ １ ８ ５０２ ０．７０９

国 府 町 ４６ １６ ３０ ０ ０ ３０ ０．０００

岩 美 町 １６２ １３２ ３０ ０ ０ ３０ ０．０００

福 部 村 ８１ ３３ ４８ ０ ０ ４８ ０．０００

郡 家 町 ４５ １４ ２９ ０ ２ ３１ ４．４４４

船 岡 町 ―

河 原 町 ８６ ２１ ６５ ０ ０ ６５ ０．０００

八 東 町 ―

若 桜 町 ―

用 瀬 町 ―

佐 治 村 １５９ １４４ １３ ０ ２ １５ １．２５８

智 頭 町 ７８ ２８ ４９ ０ １ ５０ １．２８２

気 高 町 ２５１ ７９ １７２ ０ ０ １７２ ０．０００

鹿 野 町 ２０１ １６９ ３１ ０ １ ３２ ０．４９８

青 谷 町 ６２ １７ ４４ ０ １ ４５ １．６１３

羽 合 町 ３０ １３ １７ ０ ０ １７ ０．０００

泊 村 １０６ ９０ １６ ０ ０ １６ ０．０００

東 郷 町 ―

三 朝 町 ―

関 金 町 ―

北 条 町 ―

大 栄 町 ―

東 伯 町 ―

赤 碕 町 １７ ７ １０ ０ ０ １０ ０．０００

西 伯 町 ４４０ ３７９ ５７ ２ ２ ６１ ０．９０９

会 見 町 ―

岸 本 町 ―

日 吉 津 村 ―

淀 江 町 ６８ ３５ ３３ ０ ０ ３３ ０．０００

大 山 町 ５５ ３８ １７ ０ ０ １７ ０．０００

名 和 町 ―

中 山 町 ―

日 南 町 ２４ １５ ９ ０ ０ ９ ０．０００

日 野 町 ６３ ２６ ３７ ０ ０ ３７ ０．０００

江 府 町 ―

溝 口 町 １２７ １１６ １１ ０ ０ １１ ０．０００

合 計 １３，２９５ ６，８１４ ６，３７１ １９ ９１ ６，４８１ ０．８２７

８



（４） 平成１４年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

Ａ

受 診 者 数 Ｘ線検診精密検査及内視鏡検診結果別人員

Ｘ 線
受診者
Ｂ

内視鏡
受診者
Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受診率
（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常
認めず
Ｆ

その他
の疾病
Ｇ

が ん
疑 い
Ｈ

が ん

Ｉ

異常者
総 計
Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

がん発見率
（％）

Ｋ＝（Ｈ＋Ｉ）／Ｄ

鳥 取 市 ３８，５００ ４，８２１ ４，２９０ ９，１１１ ２３．７ １，８３８ ２，８０７ １３ ３９ ２，８５９ ０．５７１

米 子 市 ４２，１００ ４，７１３ ５，２２４ ９，９３７ ２３．６ ２，９０５ ２，７３７ ５ ５４ ２，７９６ ０．５９４

倉 吉 市 １１，９９５ １，５４２ ４１１ １，９５３ １６．３ ２３６ ３２８ ０ ２ ３３０ ０．１０２

境 港 市 １１，８０９ ９９４ １，２６９ ２，２６３ １９．２ ７９３ ５４６ ２ １０ ５５８ ０．５３０

国 府 町 １，１２８ ５９５ ４６ ６４１ ５６．８ ３１ ４７ ０ ０ ４７ ０．０００

岩 美 町 ２，８０５ ９４８ １６２ １，１１０ ３９．６ １４３ ５８ ０ ０ ５８ ０．０００

福 部 村 ９０４ ２４６ ８１ ３２７ ３６．２ ３７ ５７ ０ ０ ５７ ０．０００

郡 家 町 １，５２２ ８０７ ４５ ８５２ ５６．０ ２２ ６５ ０ ２ ６７ ０．２３５

船 岡 町 １，５３４ ５２３ ０ ５２３ ３４．１ ５ １９ １ １ ２１ ０．３８２

河 原 町 ２，８３６ ６８５ ８６ ７７１ ２７．２ ２８ ８８ ０ ０ ８８ ０．０００

八 東 町 ２，０９８ ６１２ ０ ６１２ ２９．２ ９ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００

若 桜 町 １，１９１ ４６８ ０ ４６８ ３９．３ ７ ２１ ０ １ ２２ ０．２１４

用 瀬 町 １，３２４ ３３６ ０ ３３６ ２５．４ ０ １２ ０ ０ １２ ０．０００

佐 治 村 １，０５７ ２４２ １５９ ４０１ ３７．９ １５０ １６ ０ ２ １８ ０．４９９

智 頭 町 ２，６７８ １，１５９ ７８ １，２３７ ４６．２ ５２ １０８ ０ ３ １１１ ０．２４３

気 高 町 １，５４７ ８１６ ２５１ １，０６７ ６９．０ １２４ １９９ １ ２ ２０２ ０．２８１

鹿 野 町 １，２６７ ５７３ ２０１ ７７４ ６１．１ １７５ ４８ ０ １ ４９ ０．１２９

青 谷 町 ３，０７７ ８３９ ６２ ９０１ ２９．３ ４４ ７８ ０ ３ ８１ ０．３３３

羽 合 町 １，４１１ ６００ ３０ ６３０ ４４．６ １９ ６５ １ ２ ６８ ０．４７６

泊 村 ６１８ １２１ １０６ ２２７ ３６．７ ９７ ２３ ０ ０ ２３ ０．０００

東 郷 町 １，９０１ ５６３ ０ ５６３ ２９．６ １８ ２０ １ ２ ２３ ０．５３３

三 朝 町 １，４１６ ６２３ ０ ６２３ ４４．０ １２ ３０ ０ １ ３１ ０．１６１

関 金 町 １，８８２ ４２８ ０ ４２８ ２２．７ ２４ ２６ ０ ０ ２６ ０．０００

北 条 町 １，７２６ ６１３ ０ ６１３ ３５．５ ２２ ３３ ０ １ ３４ ０．１６３

大 栄 町 ２，０６４ ８８９ ０ ８８９ ４３．１ ３４ ５２ ０ ０ ５２ ０．０００

東 伯 町 ３，９６４ １，２９４ ０ １，２９４ ３２．６ ３１ ６２ ０ １ ６３ ０．０７７

赤 碕 町 ２，５２６ ８５８ １７ ８７５ ３４．６ ２４ ５６ ０ ０ ５６ ０．０００

西 伯 町 １，１２８ ２４８ ４４０ ６８８ ６１．０ ３８１ ７１ ２ ２ ７５ ０．５８１

会 見 町 １，７００ ３１４ ０ ３１４ １８．５ ６ ２７ ０ ０ ２７ ０．０００

岸 本 町 ３，１０５ ６１８ ０ ６１８ １９．９ １２ ２２ ０ １ ２３ ０．１６２

日吉津村 ４１２ ２３３ ０ ２３３ ５６．６ ６ １４ ０ ０ １４ ０．０００

淀 江 町 ３，６０５ ６３６ ６８ ７０４ １９．５ ４９ ８５ １ ２ ８８ ０．４２６

大 山 町 １，０８２ ４９１ ５５ ５４６ ５０．５ ４９ ４１ ０ ０ ４１ ０．０００

名 和 町 ２，７１９ ４４４ ０ ４４４ １６．３ ８ ３２ ０ ０ ３２ ０．０００

中 山 町 １，１４３ ４４０ ０ ４４０ ３８．５ １１ １５ ０ ０ １５ ０．０００

日 南 町 ３，００８ ８５２ ２４ ８７６ ２９．１ ２９ ５２ ０ １ ５３ ０．１１４

日 野 町 １，３７３ ４５０ ６３ ５１３ ３７．４ ３６ ７２ ０ １ ７３ ０．１９５

江 府 町 ２，１５４ ４８０ ０ ４８０ ２２．３ ４ １６ ０ ０ １６ ０．０００

溝 口 町 １，４４５ ６２４ １２７ ７５１ ５２．０ １３９ ５３ ０ ０ ５３ ０．０００

合 計 １６９，７５４ ３２，７３８ １３，２９５ ４６，０３３ ２７．１ ７，６１０ ８，１２８ ２７ １３４ ８，２８９ ０．３５０

９



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 ３ ７ ２９ ４３ １６ ９８

女 １ ６ ７ ２３ ７ ４４

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

� ２ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ８（７．７）

�a １ ２ ４ ０ ０ ０ １ ０ １０ １８（１７．３）

�c １ ５ １４ ３ ０ ０ ２ ６ １６ ４７（４５．２）

�c＋� １ １ ３ ０ ０ ０ １ ０ ０ ６（５．８）

�a＋�c ０ ２ ７ １ ０ １ ０ １ ６ １８（１７．３）

そ の 他 ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ７（６．７）

計 ５ １４ ２９ ４ ０ １ ４ １０ ３７ １０４

※腫瘍登録データと照合の結果、胃がん検診を受診して、その後、がんと確定診断されたが、精検紹介状が市町村

に報告されていない者が６名判明しました。その６名について確定調査を行い、集計に計上しています。

（５） 平成１４年度胃がん検診発見胃がん患者追跡調査報告

表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 ６ １６ ３９ ８ １ １ ６ １６ ４９ １４２

発 見 率 ６１（０．３１９） １０（０．１２４） ７１（０．３７８） （０．３０８）

早 期 癌

（％）

５ １４ ２９ ４ ０ １ ４ １０ ３７ １０４

（７３．２）４８（７８．７） ５（５０．０） ５１（７１．８）

進 行 癌 １ ２ １０ ４ １ ０ ２ ６ １２ ３８

切 除 例 ６ １６ ３９ ８ １ １ ６ １４ ４５ １３６

非 切 除 例 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４ ６

手術拒否…３ 手術不能…３

EMR：東（１９）、中（１）、西（１３）

１０



表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １（２．６）

２ １ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ６ １０（２６．３）

３ ０ ０ ２ １ ０ ０ １ ３ ３ １０（２６．３）

４ ０ ２ ３ ２ ０ ０ ０ １ ２ １０（２６．３）

５ ０ ０ ２ １ １ ０ ０ ２ １ ７（１８．５）

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

計 １ ２ １０ ４ １ ０ ２ ６ １２ ３８

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ ５ １４ ２８ ４ ０ １ ４ ９ ３４ ９９

ｍ ３ １１ １７ ３ ０ １ ２ ６ ２２ ６５

t２ １ ０ ５ １ １ ０ １ ２ ６ １７

t３ ０ ２ ４ ２ ０ ０ １ ３ ３ １５

t４ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ ４

計 ６ １６ ３８ ８ １ １ ６ １４ ４５ １３５

不 明 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 ５ ４ ９（４５．０） ７ ４ ２０ ０

施 設 検 診 ２ ７ ９（３０．０） １５ ６ ３０ １

内 視 鏡 検 診 １３ ２０ ３３（４０．２） ３１ １８ ８２ ３

計 ２０ ３１ ５１（３８．６） ５３ ２８ １３２ ４
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表７―１ 早期癌の占拠部位

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ １０ 小 弯 ３ １３ ２５

Ｍ ５ １４ ３４ 大 弯 ２ １ １０

Ｌ ７ １０ ２２ 前 壁 ２ ２ １３

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ６ ８ １７

計 １３ ２４ ６６ 全 周 ０ ０ １

不 明 ０ ０ １ 計 １３ ２４ ６６

不 明 ０ ０ １

表７―２ 進行癌の占拠部位

部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 部 位 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ４ ２ ５ 小 弯 １ ５ １０

Ｍ １ ４ １３ 大 弯 ０ ０ ５

Ｌ １ １ ３ 前 壁 ２ ０ ２

全 体 １ ２ １ 後 壁 ３ １ １

計 ７ ９ ２２ 全 周 １ ３ ４

計 ７ ９ ２２不 明 ０ ０ ０

不 明 ０ ０ ０

表８ 前年度受診歴を有する進行癌症例

地 区 検 診 歳 性 型 深達度 組織型 大きさ（�） 占拠部位

東 部

施 設 検 診 ８０ 女 ２ t４（si） pap １１０×８５ ML小弯前壁

施 設 検 診 ７６ 男 ４ t３（se） por２ ２１０×２１０ UML全周

内視鏡検診 ７８ 女 ２ t２（mp） tub１ ５４×３１ Ｌ小弯

内視鏡検診 ６７ 男 ４ t３（se） por２ １００×７５ ML小弯後壁

中 部
車 検 診 ７８ 男 ５ t２（mp） tub１ ３０×２０ Ｌ後壁

施 設 検 診 ５０ 男 ５ t２（mp） por１ ４０×４０ Ｍ小弯前壁

西 部

車 検 診 ７７ 男 １ t２（mp） tub１ ４５×３５ Ｕ前壁

施 設 検 診 ７７ 男 ５ t２（ss） tub２ ８０×８０ Ｕ小弯（残胃）

施 設 検 診 ７８ 男 ３ t３（se） por１ １１０×１１０ MU小弯前壁

内視鏡検診 ８７ 男 ５ 不明 不明 不明 不明

内視鏡検診 ８１ 男 ４ t３（se） por １８０×１４０ UML全周

表９ 検診別癌発見率

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

東 部 ０．０８１ ０．２５４ ０．７１４

中 部 ０．１１４ ＊１ ＊２

西 部 ０．０９３ ０．３１５ ０．６７４

参考 ＊１＝０．１８９（１／５２８） ＊２＝０．１７８（１／５６４）
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１４年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２５，０４０人で、このうち受診者数は２７，１９７人（「頸部のみ」２６，２７６人、「頸部＋体部」

９２１人）で受診率は２１．８％で、平成１３年度より受診者数は約７００人増加したが、受診率は同率であった。

また、一次検診受診者の経年受診率は７７．６％で、僅かであるが若年層の新規受診者が増えたようであ

る。

要精検者数は８８人（車検診：１０人、施設検診：７８人）、要精検率は０．３２％で前年度より６０人、０．２４

ポイント減少した。特に、集団検診の要精検率が平成１３年度０．４１％に比べ、平成１４年度は０．０８％に低

下している。要因としては、経年受診者が多い、また、頚管部の細胞採取が不充分だった検体が多く

あったのではないかということが考えられる。

このうち、精密検査を受診したのは６６人、精検受診率は７５．０％で前年度より８．８ポイントも減少し

た。特に、一次検診を診療所で受診した人の精検受診率がかなり低下した。

精検結果は、子宮がん１１人、異形成２２人の合計３３人であり、子宮がん発見率は０．１２％で、前年度よ

り異形成が約半数減少しているが、がんは３名も多く見つかっている。

受診者数は僅かながら増加しているが、平成１４年度は要精検率、精検受診率、がん発見率ともに平

成１３年度よりかなり減少した。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者数２７，１９７人中、体部がん検診対象者数は１，０８４人で、一次検診会場での受診者

は９２１人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が８３人で、受診者の合計は１，００４

人で、受診率は９２．６％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は１３人、要精検率１．４１％で、精検受診者数１１人、精検受診率は

８４．６％であった。

精検の結果、子宮体部がんは一次検診会場の受診者から１人、子宮内膜増殖症４人発見され、医療

機関での検査受診者からは子宮体部がんが２人、子宮内膜増殖症が５人発見された。がん発見率は

１．２０％であった。４０～５０歳の対象者が増えた。また、市部の対象者も増えている。

体部がん検診の受診者は年々僅かながら増えているが、子宮がんの３５％は体部がんが占めると言わ

れていることからすると、まだまだ受診者が少ないので、受診勧奨する必要がある。

３．子宮がん検診発見子宮結がん追跡調査果
平成１４年度は子宮頚部がん１２名、異形成２２名であった。平成１３年度より減少した要因は、要精検率

の低下と精検受診率の低下が影響していると思われる。

�ｃ期以上が２例で、全て初回受診者であった。

また、子宮体部がんが３例、子宮内膜増殖症は８例であった。
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（２） 平成１４年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人）

受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，６５７ １，５１８ １９．８ １３ １，５０５ ０．８６

３５～３９ ７，２４０ １，７８０ ２４．６ １０ １，７７０ ０．５６

４０～４４ ７，９８２ ２，４９１ ３１．２ １０ ２，４８１ ０．４０

４５～４９ ９，２０５ ２，４９２ ２７．１ １０ ２，４８２ ０．４０

５０～５４ １１，８８５ ３，２３４ ２７．２ １２ ３，２２２ ０．３７

５５～５９ １０，５９４ ３，０９０ ２９．２ １３ ３，０７７ ０．４２

６０～６４ １３，５７０ ３，７２６ ２７．５ ９ ３，７１７ ０．２４

６５～６９ １５，４４７ ４，１０５ ２６．６ ７ ４，０９８ ０．１７

７０歳以上 ４１，４６０ ４，７６１ １１．５ ４ ４，７５７ ０．０８

計 １２５，０４０ ２７，１９７ ２１．８ ８８ ２７，１０９ ０．３２

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２７，３８６ １２４，４８６ １２６，１０３ １２４，６６２ １２１，３２６ １２５，０４０

受 診 者 数（人） ２８，９５３ ２６，７８７ ２５，８７４ ２５，７９７ ２６，４８６ ２７，１９７

受 診 率（％） ２２．７ ２１．５ ２０．５ ２０．７ ２１．８ ２１．８

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２８，８３２ ２６，６７４ ２５，７３７ ２５，６８７ ２６，３３８ ２７，１０９

要 精 検 者 数（人） １２１ １１３ １３７ １１０ １４８ ８８

要 精 検 率（％） ０．４２ ０．４２ ０．５３ ０．４３ ０．５６ ０．３２

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １０３ ９１ １１２ ９２ １２４ ６６

受 診 率（％） ８５．１ ８０．５ ８１．８ ８３．６ ８３．８ ７５．０

精密検査結果

子宮がん又は異形成の者
（人） ４７ ４２ ５９ ３９ ４９ ３３

精検受診者に占めるが
ん・がん疑いの割合（％） ４５．６ ４６．２ ５２．７ ４２．４ ３９．５ ５０．０

子 宮 が ん 発 見 率（％） ０．１６ ０．１６ ０．２３ ０．１５ ０．１９ ０．１２

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １１ ５ １９ １０ ８ １２

確 定 が ん 率（％） ０．０４ ０．０２ ０．０７ ０．０４ ０．０３ ０．０４
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １２，０５２ １０ １２，０４２ ０．０８

病 院 ６，２０８ ３２ ６，１７６ ０．５２

診 療 所 ８，９３７ ４６ ８，８９１ ０．５１

計 ２７，１９７ ８８ ２７，１０９ ０．３２

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異 形 成 子 宮 が ん

保健事業団 ８ ８０．０ ２ ０ ５ １ ０．０５０

病 院 ２６ ８１．３ １０ ８ ４ ４ ０．１２９

診 療 所 ３２ ６９．６ １０ ３ １３ ６ ０．２１３

計 ６６ ７５．０ ２２ １１ ２２ １１ ０．１２１

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異 形 成 子 宮 が ん

３０ ～ ３４ １０ ７６．９ ４ ０ ５ １ ０．３９５

３５ ～ ３９ ８ ８０．０ ０ １ ５ ２ ０．３９３

４０ ～ ４４ ８ ８０．０ ３ ２ ２ １ ０．１２０

４５ ～ ４９ ８ ８０．０ ０ ２ ４ ２ ０．２４１

５０ ～ ５４ ９ ７５．０ ４ １ １ ３ ０．１２４

５５ ～ ５９ ５ ３８．５ ３ １ １ ０ ０．０３２

６０ ～ ６４ ９ １００．０ ４ １ ３ １ ０．１０７

６５ ～ ６９ ５ ７１．４ ３ １ １ ０ ０．０２４

７０歳 以 上 ４ １００．０ １ ２ ０ １ ０．０２１

計 ６６ ７５．０ ２２ １１ ２２ １１ ０．１２１
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００

岩
美
町

１
，９
８７

７４
４

７４
４

３７
．４

１
１

０
．１

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．１
３４

福
部
村

６７
２

７５
１０
５

１８
０

２６
．８

１
０

１
０
．６

０
０
．０

０
０
．０
００

郡
家
町

１
，０
６０

６１
５

７４
６８
９

６５
．０

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

船
岡
町

９０
７

３４
３

３４
３

３７
．８

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

河
原
町

２
，０
５４

３４
７

１３
５

４８
２

２３
．５

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

八
東
町

１
，３
２６

３９
２

３９
２

２９
．６

１
１

０
．３

０
０
．０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，６
００

４４
１

４４
１

２７
．６

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

用
瀬
町

９２
１

１０
０

１２
５

２２
５

２４
．４

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

佐
治
村

６６
０

１９
０

４１
２３
１

３５
．０

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

智
頭
町

１
，８
３５

５５
２

２１
２

７６
４

４１
．６

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

気
高
町

１
，０
４０

７９
４６
１

５４
０

５１
．９

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

鹿
野
町

９８
１

１３
７

１１
２

２４
９

２５
．４

０
１

１
０
．４

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．４
０２

青
谷
町

２
，１
９１

２７
０

９０
３６
０

１６
．４

１
０

１
０
．３

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
７８

羽
合
町

９８
３

１４
１

３１
４

４５
５

４６
．３

０
２

２
０
．４

０
０
．０

０
０
．０
００

泊
村

４９
４

１１
９

８９
２０
８

４２
．１

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
郷
町

１
，３
３４

１８
０

１３
２

３１
２

２３
．４

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

三
朝
町

１
，１
０８

４３
８

４３
８

３９
．５

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

関
金
町

１
，２
７８

３３
９

３３
９

２６
．５

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

北
条
町

１
，４
８４

３３
５

１０
４

４３
９

２９
．６

０
７

７
１
．６

６
８５
．７

３
３

０
０

３
０
．０
００

大
栄
町

１
，４
７１

８７
９

８７
９

５９
．８

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
伯
町

３
，０
８０

８４
６

８４
６

２７
．５

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

赤
碕
町

１
，８
０４

５７
７

１２
５８
９

３２
．６

１
１

２
０
．３

２
１０
０
．０

０
１

１
０

２
０
．１
７０

西
伯
町

６０
８

２２
４

２２
４

３６
．８

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

会
見
町

１
，０
４５

１９
８

３１
２２
９

２１
．９

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
３５

３６
２

１７
５

５３
７

２３
．０

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

４４
１

５５
２５
０

３０
５

６９
．２

１
１

２
０
．７

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

淀
江
町

２
，５
７８

７１
５０
９

５８
０

２２
．５

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

大
山
町

７６
１

３３
８

２４
３６
２

４７
．６

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

名
和
町

１
，８
１８

１２
４

２９
１

４１
５

２２
．８

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

中
山
町

６８
７

１５
２

５３
２０
５

２９
．８

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

日
南
町

１
，６
９６

５１
１

５１
１

３０
．１

１
１

０
．２

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

９９
９

３６
２

４１
４０
３

４０
．３

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，４
１０

４
３７
０

３７
４

２６
．５

０
２

２
０
．５

２
１０
０
．０

０
１

１
０

２
０
．２
６７

溝
口
町

５３
８

３１
１

１３
２

４４
３

８２
．３

１
０

１
０
．２

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
２６

合
計
１２
５
，０
４０

１２
，０
５２

１５
，１
４５

２７
，１
９７

２１
．８

１０
７８

８８
０
．３

６６
７５
．０

２２
１１

２２
１１

４４
０
．１
２１
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受診率・精検受診率�

H.９� H.11H.10 H.12 H.13 H.14

受診率（保健事業＋医療）� 精検受診率（保健事業）�
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要精検率・がん発見率�

H.９� H.11H.10 H.12 H.13 H.14

がん発見率（保健事業＋医療）� 要精検率（保健事業）�

2.89
2.19

2.21

1.26

5.57

1.412.30

5.23
5.95

4.81

1.35 1.20

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成 ９ 年 度 平 成１０年 度 平 成１１年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ５２４ ５２４ ４０４ ４０４ ５０６ ５０６

受 診 者 数（人） ４２１ ５８ ４７９ ３５３ ２８ ３８１ ４５７ １８ ４７５

受 診 率（％） ８０．３ ９１．４ ８７．４ ９４．３ ９０．３ ９３．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３９９ ３３２ ４３５

要 精 検 者 数（人） ２２ ２１ ２２

要 精 検 率（％） ５．２３ ５．９５ ４．８１

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １７ １７ ２１

受 診 率（％） ７７．３ ８１．０ ９５．５

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ８ ３ １１ ６ ５ １１ ５ １ ６

子宮がん発見率（％） １．９０ ５．１７ ２．３０ １．７０ １７．８６ ２．８９ １．０９ ５．５６ １．２６

区 分
平 成１２年 度 平 成１３年 度 平 成１４年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ６２６ ６２６ ７８５ ７８５ １，０８４ １，０８４

受 診 者 数（人） ５０２ ８７ ５８９ ６６４ ７９ ７４３ ９２１ ８３ １，００４

受 診 率（％） ８０．２ ９４．１ ８４．６ ９４．６ ８５．０ ９２．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４９１ ６２７ ９０８

要 精 検 者 数（人） １１ ３７ １３

要 精 検 率（％） ２．１９ ５．５７ １．４１

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １１ ３４ １１

受 診 率（％） １００．０ ９１．９ ８４．６

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ２ １１ １３ ８ ２ １０ ５ ７ １２

子宮がん発見率（％） ０．４０ １２．６４ ２．２１ １．２０ ２．５３ １．３５ ０．５４ ８．４３ １．２０

※「保健事業分」については医療機関検診及び集団検診において検診を受けた者、「医療分」については集団検診で
当日体部がん検診を受けられず、後日医療機関で受診した者です。
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３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受 診 者 数

検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０

３５～３９ ４ ４ ０ ０ ０

４０～４４ ５ ４ １ ０ ０

４５～４９ ７ ５ １ １ ０

５０～５４ ２４ １９ ３ １ １

５５～５９ １０ ６ ３ １ ０

６０～６４ １０ ８ ０ １ １

６５～６９ １５ １３ １ １ ０

７０歳以上 ８ ６ ２ ０ ０

計 ８３ ６５ １１ ５ ２

（４） 平成１４年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 体 部 が ん
検診対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数 受診率（％）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０～３４ ３６ ３６ １００．０ ０ ３６ ０．００

３５～３９ ６８ ６２ ９１．２ ０ ６２ ０．００

４０～４４ １６０ １４６ ９１．３ １ １４５ ０．６８

４５～４９ ２３３ ２１６ ９２．７ ４ ２１２ １．８５

５０～５４ ２７４ ２３２ ８４．７ ３ ２２９ １．２９

５５～５９ １３１ １００ ７６．３ ２ ９８ ２．００

６０～６４ ８３ ６４ ７７．１ ０ ６４ ０．００

６５～６９ ５５ ３３ ６０．０ ０ ３３ ０．００

７０歳以上 ４４ ３２ ７２．７ ３ ２９ ９．３８

計 １，０８４ ９２１ ８５．０ １３ ９０８ １．４１

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査受
診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん
発見率（％）異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

３５～３９ １ ０ ０ １ ０ １．６１

４０～４４ １ １ ０ ０ ０ ０．００

４５～４９ ２ ２ ０ ０ ０ ０．００

５０～５４ ３ １ ０ ２ ０ ０．８６

５５～５９ ２ １ ０ １ ０ １．００

６０～６４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

６５～６９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７０歳以上 ２ １ ０ ０ １ ３．１３

計 １１ ６ ０ ４ １ ０．５４
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０
０

―
―

０
―

船
岡
町

１
０

―
０

―
―

０
―

河
原
町

３
０

０
―

０
０

―
―

０
―

八
東
町

４
０

―
０

―
―

０
―

若
桜
町

６
０

―
０

―
―

０
―

用
瀬
町

５
５

５
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

佐
治
村

４
４

４
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

智
頭
町

８
０

―
０

―
―

０
―

気
高
町

２７
２５

２５
９２
．６

０
０

―
―

０
―

鹿
野
町

４
４

４
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

青
谷
町

０
―

０
―

―
０

―

羽
合
町

１５
７

７
４６
．７

０
０

―
―

０
―

泊
村

９
９

９
１０
０
．０

２
２

２２
．２

１
５０
．０

１
０

０
０

０
―

東
郷
町

１０
７

７
７０
．０

０
０

―
―

０
―

三
朝
町

７
０

―
０

―
―

０
―

関
金
町

３
０

―
０

―
―

０
―

北
条
町

２
０

―
０

―
―

０
―

大
栄
町

７
０

―
０

―
―

０
―

東
伯
町

０
―

０
―

―
０

―

赤
碕
町

１８
０

―
０

―
―

０
―

西
伯
町

７
７

７
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

会
見
町

０
―

０
―

―
０

―

岸
本
町

１９
１６

１６
８４
．２

０
０

―
―

０
―

日
吉
津
村

３
１

２
３

１０
０
．０

０
０

０
―

―
０

―

淀
江
町

２２
２２

２２
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

大
山
町

６
０

―
０

―
―

０
―

名
和
町

９
９

９
１０
０
．０

０
０

―
―

０
―

中
山
町

３
１

２
３

１０
０
．０

０
０

０
―

―
０

―

日
南
町

３
０

―
０

―
―

０
―

日
野
町

６
１

１
１６
．７

０
０

―
―

０
―

江
府
町

１５
１５

１５
１０
０
．０

１
１

６
．７

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
６
．６
６７

溝
口
町

０
―

０
―

―
０

―

合
計

１
，０
８４

２
９１
９

９２
１

８５
．０

０
１３

１３
１
．４

１１
８４
．６

６
０

４
１

５
０
．５
４３

１９



表２ 子宮がん検診追跡調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１３年度 平成１４年度

増 殖 症 ９ ８

体癌�ａ、�ｂ期 ２ １

体癌�ｃ期以上 ０ ２

合 計 １１ １１

表３ 発見子宮がん症例（�ｂ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ ２ ２

表４ 治療機関

０期 �ａ期 �ｂ期以上 体 癌

鳥大医附属病院 ３ ２ ０ ２

鳥取県立中央病院 １ ０ ０ ０

鳥 取 市 立 病 院 １ １ １ ０

鳥取赤十字病院 ０ ０ １ ０

国 立 米 子 病 院 ２ ０ ０ １

（５） 平成１４年度子宮がん検診発見子宮がん患者追跡調査結果

表１ 子宮がん検診追跡調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１３年度 平成１４年度 平成１３年度 平成１４年度

異 形 成 １１ ６ ３０ １６

頚 癌 ０ 期 １ １ ３ ６

頚 癌 � ａ 期 ０ ０ １ ３

頚癌�ｂ期以上 ０ ０ ３ ２

合 計 １２ ７ ３７ ２７
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３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１４年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７７，１９８人で、このうち受診者数は６３，６１６人（車検診：５１，００７人、施設検診：１２，６０９

人）で、受診率は３５．９％であった。平成１３年度より受診者数は９８５人増加したが、受診率は同率であっ

た。

要精検者数は３４３人で、要精検率は０．５４％で平成１３年度より１２７人、０．２０ポイント増加した。そのう

ち、精検受診者は２７１人、精検受診率は７９．０％で、前年度より１１９人、８．６ポイントも増加した。精検

受診率は上向きとなったが、過去の成績と比べると依然として低い結果である。また、依然として、

東部地区の精検受診率が低い。

精検の結果、肺がん又はがん疑いのある者５９人が発見され、がん発見率は０．０９％であった。

また、受診者総数のうち経年受診者は７６．６％を占め、この経年受診者からはがんが３１人発見されて

おり、発見率は０．０６４％、非経年受診者からの発見がんは１２人、発見率０．０８１％で、経年受診者からの

発見率が高かった。

Ｘ線検査受診者６３，６１６人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は８，４５９人で、そのうち喀痰

検査を受診した者は５，１４８人であった。高危険群所属者８，４５９人のうち、がん・がん疑いの者が１１人発

見され、がん発見率は０．１３０％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が４８人発見され、がん発見率は０．０８７％で、高危険

群所属者のがん発見率の方が約１．５倍（平成１２年度３．１倍、平成１３年度１．３倍）高かった。

受診率は横這い状態であるが、平成１４年度は要精検、精検受診、発見がん共に数、率が増加した。

これは、肺がん部会・肺がん対策専門委員会でＸ線検査Ｄ判定の中でがんが強く疑われる者はＥ判定

とするようにということから要精検率は高くなったが、発見がん数は例年並であった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）平成１４年度は原発性肺癌４８例（発見率１０万対７５）、転移性肺腫瘍６例、合計５４例であった。

（１） 胸部Ｘ線のみの発見肺がんの割合は４５例（９３．８％）と引き続き、高い傾向が続いている。内

訳はＥ発見が２７／４５（６０％）と例年より高率であった。

（２） 女性肺癌は２０／４８例（４１．７％）、腺癌は３２／４８例（６６．７％）と引き続き、高い傾向が続いている。

（３） 手術症例の割合は６２．５％と増加し、その背景に�期肺癌の割合の増加（６３．３％）があり、手

術の根治性も高かった。

（４） 腫瘍径は平均２８．８�と小径が増加し、２�以下は１９例（３９．６％）であった。

（５） また、腫瘍登録データとの照合を行ったところ、肺がん検診に受診して肺癌であったのに報

告されていない例が１０例あり、そのうちＸ線Ｄ判定が６例、Ｅ判定が２名であった。

２）昭和６２年から平成１４年までの発見肺癌は５４４例（発見率１０万対５６）であった。診断方法は胸Ｘ４５７

例（８４．０％）、細胞診５０例（９．２％）、両者３６例（６．６％）である。最近の特徴として細胞診よりの肺

癌発見が少なくなってきている。平均年齢７０．９歳、男：女＝３４７：１９７で、最近の女性肺癌の増加が

著しい。TNM分類０＋�期２９１例（５３．５％）で早期肺癌例は約半数である。３１０例（５７．０％）に手

術が行われた。

手術有無別の累積生存率、術後病期別（新分類）の累積生存率は次頁の図に示す。全症例（５４４

例）の５生率３７．３％、１０生率２１．２％であり、手術例の５生率５８．７％、１０生率３４．６％である。そして

２１



手術例の１A期（１４１例）の５生率は８１．７％、１０生率は５８．７％と良好な結果を示している。

しかし、近年精検受診率が減少している。また、喀痰検査Ｄ、Ｅ判定から早期の肺がんが多く見つ

かっているのに、近年、喀痰検査実施割合が減少している。特に、高危険群所属者の喀痰実施率が非

常に低いので、今後対策を検討する必要がある。
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0.10
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １７９，３０２ １７２，６６７ １７７，８１５ １７５，８１８ １７４，４５３ １７７，１９８

受 診 者 数（人） ６７，０９２ ６４，５４０ ６４，８４５ ６２，８３７ ６２，６３１ ６３，６１６

受 診 率（％） ３７．４ ３７．４ ３６．５ ３５．７ ３５．９ ３５．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６６，９４０ ６４，４０３ ６４，６７６ ６２，５２６ ６２，４１５ ６３，２７３

要 精 検 者 数（人） １５２ １３７ １６９ ３１１ ２１６ ３４３

要 精 検 率（％） ０．２３ ０．２１ ０．２６ ０．４９ ０．３４ ０．５４

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １２３ １１１ １４２ ２４２ １５２ ２７１

受 診 率（％） ８０．９ ８１．０ ８４．０ ７７．８ ７０．４ ７９．０

精密検査結果

肺がん又はがんの
疑いのある者 （人） ７０ ４８ ５８ ５９ ４３ ５９

肺がん発見率（％） ０．１０ ０．０７ ０．０９ ０．０９ ０．０７ ０．０９

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） ５５（５３） ４７（４０） ４８（４１） ４８（４２） ３７（３０） ５４（４８）

確 定 が ん 率（％） ０．０８ ０．０７ ０．０７ ０．０８ ０．０６ ０．０８

※確定がん数の（ ）の数字は原発性肺癌です。
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（２） 平成１４年度肺がん検診結果（検診機関別）

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

Ａ

Ｘ 線 検 査 Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

Ｘ線検査

受診者数

Ｂ

受診率

（％）

C＝B／A

経年受診

者数再掲

Ｄ

経年受診

者数割合

（％）

E＝D／B

異常認めず

Ｆ

要精検

者 数

Ｇ

要精検率

（％）

H＝G／B

Ｘ線検査受診

者中高危険群

所 属 者 数

�

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３，６３６ ６，７７２ ７５２ １，７１６２０．７２５．３ ４２８ ９９５５６．９５８．０ ７５１ １，７１１ １ ５ ０．１３０．２９ １５ ７

４５～４９ ４，９０９ ７，９２６ ９７０ ２，００６１９．８２５．３ ６５２ １，４１２６７．２７０．４ ９６８ １，９９９ ２ ７ ０．２１０．３５ ２５ ５

５０～５４ ６，９０４ １０，８５６ １，５１５ ３，４２５２１．９３１．６ １，０３３ ２，２６８６８．２６６．２ １，５０５ ３，４１５ １１ １０ ０．７３０．２９ ７０５ ４５

５５～５９ ６，３２３ ９，８４０ １，４６８ ３，８１３２３．２３８．８ １，００９ ２，８２９６８．７７４．２ １，４６１ ３，７９５ ７ １８ ０．４８０．４７ ６９８ ６２

６０～６４ ９，２１５ １３，６３４ ２，６１７ ５，３３２２８．４３９．１ １，８３０ ４，１００６９．９７６．９ ２，６０４ ５，３１５ １５ １８ ０．５７０．３４１，０８９ ６９

６５～６９１０，９５３ １６，０１５ ４，２０７ ７，３３６３８．４４５．８ ３，２７２ ５，８８４７７．８８０．２ ４，１８５ ７，３０３ ２２ ３３ ０．５２０．４５１，６０６ ６８

７０～７４１０，９５５ １５，８６３ ４，９４５ ７，４５４４５．１４７．０ ３，９８３ ５，９８７８０．５８０．３ ４，８９２ ７，４１６ ５６ ３８ １．１３０．５１１，８９２ ６２

７５～７９ ７，８８３ １３，１０１ ３，７８５ ５，６１３４８．０４２．８ ３，１３０ ４，６５５８２．７８２．９ ３，７６１ ５，５８０ ２５ ３３ ０．６６０．５９１，３５９ ３９

８０歳以上 ６，６３１ １５，７８２ ２，４２２ ４，２４０３６．５２６．９ １，９６２ ３，３１０８１．０７８．１ ２，４０６ ４，２１４ １６ ２６ ０．６６０．６１ ６８７ ２６

計 ６７，４０９ １０９，７８９ ２２，６８１４０，９３５３３．７３７．３１７，２９９３１，４４０７６．３７６．８２２，５３３４０，７４８１５５ １８８ ０．６８０．４６８，０７６ ３８３

合 計 １７７，１９８ ６３，６１６ ３５．９ ４８，７３９ ７６．６ ６３，２８１ ３４３ ０．５４ ８，４５９

ｂ 喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

Ｊ

喀 痰 細 胞 診 結 果

要精密検率（％）

L／J
精検不要

Ｋ

要精検者数

L

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ８７ ２５ ８７ ２５ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ １３２ ２６ １３２ ２６ ０ ０ ０．００ ０．００

５０～５４ ２９３ ６５ ２９３ ６５ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ３５０ １０８ ３５０ １０８ ０ ０ ０．００ ０．００

６０～６４ ５４４ １６５ ５４３ １６５ １ ０ ０．１８ ０．００

６５～６９ ８２５ １９０ ８２５ １９０ ０ ０ ０．００ ０．００

７０～７４ １，０１２ １５３ １，００９ １５３ ３ ０ ０．３０ ０．００

７５～７９ ７４６ ９１ ７４５ ９１ １ ０ ０．１３ ０．００

８０歳以上 ２８３ ５３ ２８３ ５３ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ４，２７２ ８７６ ４，２６７ ８７６ ５ ０ ０．１２ ０．００

合 計 ５，１４８ ５，１４３ ５ ０．１０

２４



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １７，８５０ ３２，２８５ ９４ １１８ １７，７５６ ３２，１６７ ０．５３ ０．３７

中 国 労 働
衛 生 協 会 ３１３ ５５９ ８ １６ ３０５ ５４３ ２．５６ ２．８６

病 院 ２，１３９ ３，７７１ ４０ ４０ ２，０９９ ３，７３１ １．８７ １．０６

診 療 所 ２，３７９ ４，３２０ １３ １４ ２，３６６ ４，３０６ ０．５５ ０．３２

計 ２２，６８１ ４０，９３５ １５５ １８８ ２２，５２６ ４０，７４７ ０．６８ ０．４６

合 計 ６３，６１６ ３４３ ６３，２７３ ０．５４

ｂ．精密検査結果

年 齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受

診率 （％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見

率 （％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ９４ １１８ ７９ ９７ ８４．０ ８２．２ ２３ ５１ ２６ ２７ ５ ４ ２５ １５ ０．１６８０．０５９

中 国 労 働
衛 生 協 会 ８ １６ ５ １６ ６２．５１００．０ １ ９ ４ ６ ０ ０ ０ １ ０．００００．１７９

病 院 ４０ ４０ ２９ ３０ ７２．５ ７５．０ １７ １９ １１ ８ ０ １ １ ２ ０．０４７０．０８０

診 療 所 １３ １４ ７ ８ ５３．８ ５７．１ １ ４ ４ １ ０ １ ２ ２ ０．０８４０．０６９

計 １５５ １８８ １２０ １５１ ７７．４ ８０．３ ４２ ８３ ４５ ４２ ５ ６ ２８ ２０ ０．１４５０．０６４

合 計 ３４３ ２７１ ７９．０ １２５ ８７ １１ ４８ ０．０９３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年齢
要精検者数

精 密 検 査

受 診 者 数

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １ ５ １ ５ １００．０１００．０ １ ３ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ２ ７ ２ ５ １００．０ ７１．４ １ ５ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０．１０３ ０．０００

５０～５４ １１ １０ ８ ７ ７２．７ ７０．０ ２ ６ ４ １ ０ ０ ２ ０ ０．１３２ ０．０００

５５～５９ ７ １８ ５ １７ ７１．４ ９４．４ ５ １１ ０ ４ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．０５２

６０～６４ １５（１） １８ １２ １６ ８０．０ ８８．９ ７ ７ ４ ５ ０ ０ １ ４ ０．０３８ ０．０７５

６５～６９ ２２ ３３ １６ ２５ ７２．７ ７５．８ ５ １７ ７ ７ １ ０ ３ １ ０．０９５ ０．０１４

７０～７４ ５６（３） ３８ ４６ ３１ ８２．１ ８１．６ １４ １７ １７ １１ ３ ０ １２ ３ ０．３０３ ０．０４０

７５～７９ ２５（１） ３３ ２２ ２８ ８８．０ ８４．８ ５ １１ １０ ８ ０ ２ ７ ７ ０．１８５ ０．１６０

８０歳以上 １６ ２６ ８ １７ ５０．０ ６５．４ ２ ６ ３ ４ １ ４ ２ ３ ０．１２４ ０．１６５

計 １５５（５） １８８ １２０ １５１ ７７．４ ８０．３ ４２ ８３ ４５ ４２ ５ ６ ２８ ２０ ０．１４５ ０．０６４

合 計 ３４３ ２７１ ７９．０ １２５ ８７ １１ ４８ ０．０９３

（ ）はＸ線検査と喀痰細胞診検査結果が両者とも要精検

２５
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鳥
取
市

３８
，５
００

３７
２

９
，５
８１

９
，９
５３

２５
．９

０
４２

４２
０
．４
２

２２
５２
．４

７
１１

１
３

１５
０
．０
４０

米
子
市

４２
，１
００

４
，２
９５

４
，２
９５

１０
．２

３０
３０

０
．７
０

２４
８０
．０

１１
８

２
３

１３
０
．１
１６

倉
吉
市

１１
，９
９５

１
，８
１７

６１
２

２
，４
２９

２０
．３

５
４

９
０
．３
７

７
７７
．８

１
０

１
５

６
０
．２
４７

境
港
市

１１
，８
０９

９９
４

９９
４

８
．４

１２
１２

１
．２
１

１０
８３
．３

２
７

０
１

８
０
．１
０１

国
府
町

１
，８
８４

１
，１
４９

１
，１
４９

６１
．０

１
１

０
．０
９

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

岩
美
町

３
，０
０６

１
，０
１３

１
，０
１３

３３
．７

２
２

０
．２
０

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

福
部
村

９５
８

４３
１

４３
１

４５
．０

１
１

０
．２
３

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
３２

郡
家
町

２
，１
８９

１
，５
９７

１０
３

１
，７
００

７７
．７

１１
２

１３
０
．７
６

７
５３
．８

５
０

０
２

２
０
．１
１８

船
岡
町

１
，６
２０

１
，０
７２

１
，０
７２

６６
．２

４
４

０
．３
７

４
１０
０
．０

０
０

１
３

４
０
．３
７３

河
原
町

２
，３
５５

９４
９

２２
５

１
，１
７４

４９
．９

１
１

２
０
．１
７

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

八
東
町

２
，１
６９

１
，２
０１

１
，２
０１

５５
．４

１
１

０
．０
８

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

１
，３
５７

７２
４

７２
４

５３
．４

１
１

０
．１
４

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
３８

用
瀬
町

２
，３
９４

７４
７

３３
７８
０

３２
．６

２
０

２
０
．２
６

２
１０
０
．０

０
１

１
０

２
０
．１
２８

佐
治
村

１
，１
６６

４８
５

１７
８

６６
３

５６
．９

２
１

３
０
．４
５

１
３３
．３

０
０

０
１

１
０
．１
５１

智
頭
町

２
，７
８９

１
，３
５８

２２
６

１
，５
８４

５６
．８

１
１

２
０
．１
３

０
０
．０

０
０
．０
００

気
高
町

２
，０
４２

９５
５

６１
９

１
，５
７４

７７
．１

１
４

５
０
．３
２

５
１０
０
．０

２
１

０
２

３
０
．１
２７

鹿
野
町

１
，４
３５

８８
１

１６
２

１
，０
４３

７２
．７

２
１

３
０
．２
９

２
６６
．７

０
１

０
１

２
０
．０
９６

青
谷
町

３
，１
０８

１
，３
９７

２６
４

１
，６
６１

５３
．４

０
３２

３２
１
．９
３

２６
８１
．３

１８
８

０
０

８
０
．０
００

羽
合
町

１
，７
０３

１
，２
５５

５０
１
，３
０５

７６
．６

４
５

９
０
．６
９

８
８８
．９

６
０

０
２

２
０
．１
５３

泊
村

７３
１

４１
８

２３
４

６５
２

８９
．２

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
郷
町

２
，６
７２

１
，７
７５

２８
１
，８
０３

６７
．５

８
２

１０
０
．５
５

７
７０
．０

１
２

２
２

６
０
．２
２２

三
朝
町

２
，０
９４

１
，７
３５

１
，７
３５

８２
．９

３
３

０
．１
７

３
１０
０
．０

２
０

０
１

１
０
．０
５８

関
金
町

２
，０
２０

９７
８

９７
８

４８
．４

２
２

０
．２
０

２
１０
０
．０

１
０

０
１

１
０
．１
０２

北
条
町

１
，９
４４

１
，３
０３

２１
２

１
，５
１５

７７
．９

２７
１２

３９
２
．５
７

３３
８４
．６

２３
９

０
１

１０
０
．０
６６

大
栄
町

２
，６
７６

２
，３
４９

２
，３
４９

８７
．８

９
９

０
．３
８

９
１０
０
．０

３
０

２
４

６
０
．２
５５

東
伯
町

４
，１
７０

３
，１
４７

３
，１
４７

７５
．５

１４
１４

０
．４
４

１４
１０
０
．０

３
９

０
２

１１
０
．０
６４

赤
碕
町

２
，９
２０

２
，２
６２

２６
２
，２
８８

７８
．４

３
０

３
０
．１
３

３
１０
０
．０

０
０

０
３

３
０
．１
３１

西
伯
町

１
，７
０８

１
，０
１８

１
，０
１８

５９
．６

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

会
見
町

１
，１
５１

７１
８

７１
８

６２
．４

１２
１２

１
．６
７

１０
８３
．３

８
２

０
０

２
０
．０
００

岸
本
町

３
，１
０５

１
，４
４３

１
，４
４３

４６
．５

１２
１２

０
．８
３

１０
８３
．３

６
２

１
１

４
０
．１
３９

日
吉
津
村

５６
５

４１
３

４１
３

７３
．１

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

淀
江
町

３
，０
５７

２
，１
７２

２
，１
７２

７１
．１

１６
１６

０
．７
４

１５
９３
．８

４
７

０
４

１１
０
．１
８４

大
山
町

２
，２
４１

１
，８
９３

５６
１
，９
４９

８７
．０

５
１

６
０
．３
１

６
１０
０
．０

２
３

０
１

４
０
．０
５１

名
和
町

３
，１
２１

１
，３
４６

１
，３
４６

４３
．１

５
５

０
．３
７

２
４０
．０

０
１

０
１

２
０
．０
７４

中
山
町

２
，１
３８

１
，５
２０

１
，５
２０

７１
．１

５
５

０
．３
３

４
８０
．０

２
１

０
１

２
０
．０
６６

日
南
町

２
，５
３３

１
，４
０７

１
，４
０７

５５
．６

３
３

０
．２
１

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，３
７３

６９
１

６９
１

５０
．３

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，２
５７

８７
２

８７
２

６９
．４

２４
２４

２
．７
５

２１
８７
．５

１０
１０

０
１

１１
０
．１
１５

溝
口
町

１
，１
４３

８５
５

８５
５

７４
．８

６
６

０
．７
０

４
６６
．７

３
１

０
０

１
０
．０
００

合
計
１７
７
，１
９８

５１
，０
０７

１２
，６
０９

６３
，６
１６

３５
．９

２３
５

１０
８

３４
３

０
．５
４

２７
１

７９
．０

１２
５

８７
１１

４８
１４
６

０
．０
９３

２６



（３） 平成１４年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性５４４、転移性８０） ６２４例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、その他４） １０例

他の良性疾患 ２２例

総計 ６５６例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２

転移性肺癌 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７

平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 合計

原発性肺癌 ３８ ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ５４４

転移性肺癌 ５ ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ８０

合 計 ４３ ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６２４

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１４年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２０３例 !
"
#
４５７例（８４．０％）

Ｄのみ １８例 !
"
#

４５例（９３．８％）
Ｅのみ ２５４例 Ｅのみ ２７例

細 胞 診 Ｄのみ １８例 !
"
#

５０例（ ９．２％）
Ｄのみ ０例 !

"
#

１例（ ２．１％）
Ｅのみ ３２例 Ｅのみ １例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 !
"
"
"
"
"
#

３６例（ ６．６％）

Ｄ＋Ｄ １例 !
"
"
"
"
"
#

２例（ ４．１％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ４例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １４例 Ｅ＋Ｅ １例

不明 １例 １例（ ０．２％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ５４４例（１００ ％） 計 ４８例

２７



４）原発性肺癌（５４４例）

３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５
（４．５４％）

６５２
（８７．５％）

６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５
（０．１７％）

６０
（９２．３％）

２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７
（０．２２％）

１０７
（９１．５％）

１８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３
（０．２２％）

１３２
（８６．３％）

３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５
（０．１４％）

８９
（９３．７％）

３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３
（０．１９％）

１１１
（８３．５％）

３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３
（０．１９％）

９８
（７２．９％）

４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３
（０．１６％）

８９
（８６．４％）

２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２
（０．２５％）

１３５
（８３．３％）

３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４
（０．１８％）

９１
（７９．８％）

３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２
（０．２３％）

１２３
（８０．９％）

５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７
（０．２１％）

１１１
（８１．０％）

４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９
（０．２６％）

１４２
（８４．０％）

４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１
（０．４９％）

２４２
（７７．８％）

４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６
（０．３４％）

１５２
（７０．４％）

３０ ４８

Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３
（０．５４％）

２７１
（７９．０％）

４８ ７５

計 ９６６，１０９ ３，１４８
（０．３３％）

２，６０５
（８２．８％）

５４４ ５６

ａ．年齢・性別 〔Ｈ１４年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

～５９歳 ４３例 ７．９ ５０～５９歳 ５例 １０．４

６０～６９歳 １９０ ３４．９ ６０～６９歳 ９ １８．８

７０～７９歳 ２３７ ４３．６ ７０～７９歳 ２８ ５８．３

８０～ ７４ １３．６ ８０～ ６ １２．５

計 ５４４ １００．０ 計 ４８ １００．０

平均年齢＝７０．９

男：女＝３４７例：１９７例

平均年齢＝７２．０

男：女＝２８例：２０例

２８



ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

病 期
組織型 Occult � � �Ａ �Ｂ � 不明 計（％）

扁平上皮癌 ２ ９３ １２ ４３ ９ １４ ７ １８０（３３．１）

腺 癌 ０ １６９ １６ ３５ １３ ４２ ２ ２７７（５０．９）

大 細 胞 癌 ０ ４ ０ ２ ２ ０ ０ ８（ １．５）

小 細 胞 癌 ０ ７ ７ ９ ３ ５ ２ ３３（ ６．１）

腺扁平上皮癌 ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ４（ ０．７）

腺様嚢胞癌 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １（ ０．２）

不 明 ０ １４ ２ ２ ３ ６ １４ ４１（ ７．５）

計
２

（０．４）

２８９

（５３．１）

３７

（６．８）

９４

（１７．３）

３０

（５．５）

６７

（１２．３）

２５

（４．６）
５４４（１００ ）

ｃ．原発性肺癌の手術症例（３１０例、手

術率：５７．０％）

（ａ） 臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ２例 Occult ２例

� ２２３（７１．９） � ２０３（６５．５）

� １９ � ２４

�Ａ ５４ �Ａ ５７

�Ｂ ９ �Ｂ １４

� ３ � １０

計 ３１０ 計 ３１０

〔Ｈ１４年度集計〕

臨床病期 （％） 組織型 （％）

Occult ０例 扁平上皮癌 ９例

� ３３（６８．８） 腺 癌 ３２（６６．７）

� １ 大 細 胞 癌 １

�Ａ ８ 小 細 胞 癌 ２

�Ｂ ０ 腺扁平上皮癌 ０

� ５ 腺様嚢胞癌 ０

不明 １ 不 明 ４

計 ４８ 計 ４８

〔H１４年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（３０例、手術率：６２．５％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

Occult ０例 Occult ０例

� ２５（８３．３） � １９（６３．３）

� ０ � ５

�Ａ ５ �Ａ ６

�Ｂ ０ �Ｂ ０

� ０ � ０

計 ３０ 計 ３０

２９



ｄ．新病期分類の手術症例

（ｂ） 組織型分類 （ｃ） 根治度

組織型 （％） 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ９６例 絶対的治癒手術 １７７例（５７．１） !
"
#
２４４（７８．７％）

腺 癌 １９４（６２．６） 相対的治癒手術 ６７

大 細 胞 癌 ８ 相対的非治癒手術 ３８

小 細 胞 癌 ５ 絶対的非治癒手術 ２４

腺扁平上皮癌 ５ 不 明 ４

腺様嚢胞癌 １ 計 ３１０

不 明 １

計 ３１０

〔Ｈ１４年度集計〕

組織型 （％） 根治度分類 （％）

扁平上皮癌 ６例 絶対的治癒手術 １７例（５６．７） !
"
#
２６（８６．７％）

腺 癌 ２３（７６．７） 相対的治癒手術 ９

大 細 胞 癌 １ 相対的非治癒手術 ４

小 細 胞 癌 ０ 絶対的非治癒手術 ０

腺扁平上皮癌 ０ 計 ３０

計 ３０

（ａ） 病期分類 （ｂ） 術後病理病期

（全症例：５４４例、Ｈ１４年度：４８例） （全手術症例：３１０例、Ｈ１４年度：３０例）

臨床病期 全症例（％） Ｈ１４年度 術後病期 全症例（％） Ｈ１４年度（％）

Occult ２例 ０例 Occult ２例 ０例

�Ａ １９４（３５．７） ２６（５４．２） �Ａ １４０（４５．２） １２（４０．０）

�Ｂ ８７ ７ �Ｂ ６１ ６

�Ａ １７ １ �Ａ １２ ３

�Ｂ ３８ ０ �Ｂ ２３ ４

�Ａ ８３ ８ �Ａ ４８ ５

�Ｂ ３１ ０ �Ｂ １４ ０

� ６８ ５ � １０ ０

不明 ２４ １ 計 ３１０ ３０

計 ５４４ ４８

３０



転移性肺腫瘍（80例）�原発性肺癌（544例）�
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（年）�
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（人）�

（1987―2002年：624例）� 喀痰検査（50例）�
X線＋喀痰（36例）�
X線検査（457例）�
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（年）�

0

20

40

60

80

100
（％）�

ｅ．腫瘍径

６）検診発見肺癌の推移 ７）検診発見肺癌の発見動機

腫瘍径（�） Ｈ１０年度（％） Ｈ１１年度（％） Ｈ１２年度（％） Ｈ１３年度（％） Ｈ１４年度（％）

０～１０ １例 ２例 １例 ０例 ２例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７） １１（３６．７） １７（３５．４）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８

４１～５０ ７ １ ３ １ ３

５１～ ７ ２ ６ ３ ３

不明 ４ ２ ２ ０ ２

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８�

５）転移性肺癌（８０例）

大腸がん：２３例 腎 臓 癌：９例 乳 癌：７例 甲状腺癌：７例 肝 臓 癌：４例

前立腺癌：４例 胆のう癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：２例 肺 癌：２例

子 宮 癌：２例 尿 管 癌：２例 食 道 癌：２例 咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：３例

８）胸部Ｘ線発見肺癌 ９）検診発見肺癌の性差

３１



100
（％）�

80

60

40

20

0

累
積
生
存
率
�

―全症例（n＝544）―�
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P＜0.0001

5y：32.3％�

5y：46.5％�

10y：15.8％�

10y：33.7％�

男性�
（n＝347）�

女性�
（n＝197）�
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0 180（月）�140 16012010080604020
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5y：43.0％�

Ｄ判定�
（n＝221）�

Ｅ判定�
（n＝272）�
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―前年度検診の既往別―�

時間�
0 180（月）�140 16012010080604020

5y：35.6％�

5y：39.3％�

10y：20.8％�

10y：22.0％�

前年検診あり�
（n＝298）�

前年検診なし�
（n＝238）�

P＝0.76
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5y：48.5％�

10y：28.5％�

  Ad�
（n＝277）�

  Sq�
（n＝181）�

  Sm�
（n＝33）�

P＜0.0001

１０）検診発見肺癌の腫瘍径

１１）検診発見肺癌の予後

１２）ＤとＥ判定 発見肺癌の予後の比較
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―発見方法別―�

時間�
0 180（月）�140 16012010080604020

5y：37.1％�
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5y：16.0％� 10y：12.0％�

P＝0.0055
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Ｘ線�
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喀痰�
（n＝50）�

Ｘ線＋喀痰�
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（n＝200）�
ⅠB�
（n＝89）�
ⅡA�
（n＝14）�
ⅡB�
（n＝36）�
ⅢA�
（n＝80）�
ⅢB�
（n＝30）�
Ⅳ�
（n＝68）�

P＜0.0001

10y：43.3％ 

5y：68.2％ 
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１３）検診発見肺癌の予後

１４）検診発見転移性肺腫瘍の予後
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１４年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２７，９４４人で、このうち受診者数は３１，１０５人（出張検診：１４，４０１人、施設検診：

１６，７０４人）で受診率は２４．３％であった。平成１２年度以降、受診者数、率ともに僅かながら増加傾向で

ある。

要精検者数は８９８人（出張検診：１４９人、施設検診：７４９人）、要精検率は２．８９％で、精検受診者数７３５

人、精検受診率は８１．８％であった。平成１１年度より、一部の市町村でマンモグラフィ併用検診を行っ

ているところがあり、その影響か要精検率が僅かずつ増加傾向にある。しかし、精検受診率は平成７

年度以降減少傾向である。

精検の結果、乳がん又は乳がん疑いが４２人発見され、発見率０．１４％で、過去最高であった。

年代別にみると、受診率は５５～５９歳、要精検率は４５～４９歳、がん発見率は４０～４４歳がそれぞれ高

かった。

平成１４年度は８町でマンモグラフィ併用検診が行われ、受診者数１，３４７人、要精検者数１０２人、要精

検率７．５７％、がん及びがん疑いは６人発見された。

２．乳がん検診発見乳がん追跡調査結果
平成１４年度の確定乳がんは４１例であった。平均年齢は５８．０歳であった。

病期は�期までであったが、視触診で非浸潤癌が１例発見されている。温存手術例は５０％で平成１３

年度の６３．６％に比べ少なかったが、年齢に関係なく施行されていた。

初回検診では進行例が多く、繰り返し検診１年で２�以内の症例が多かった。
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要精検率・がん発見率�
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（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １３０，１１２ １２７，１１８ １２８，９４８ １２７，８１０ １２３，８９６ １２７，９４４

受 診 者 数（人） ３２，１３１ ３０，０８６ ２９，２３１ ２９，５３２ ２９，８４０ ３１，１０５

受 診 率（％） ２４．７ ２３．７ ２２．７ ２３．１ ２４．１ ２４．３

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３１，３４０ ２９，４７６ ２８，５７８ ２８，７７４ ２９，００３ ３０，２０７

要 精 検 者 数（人） ７９１ ６１０ ６５３ ７５８ ８３７ ８９８

要 精 検 率（％） ２．４６ ２．０３ ２．２３ ２．５７ ２．８０ ２．８９

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ６９８ ４９８ ５５０ ６３５ ６９２ ７３５

受 診 率（％） ８８．２ ８１．６ ８４．２ ８３．８ ８２．７ ８１．８

精密検査結果
乳がん又はがんの疑
いのある者 （人） １６ ２９ ２４ ２９ ３８ ４２

乳がん発見率（％） ０．０５ ０．１０ ０．０８ ０．１０ ０．１３ ０．１４

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １５ ２８ ２４ ２９ ３２ ４１
確 定 が ん 率（％） ０．０５ ０．０９ ０．０８ ０．１０ ０．１１ ０．１３

（２） 平成１４年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人）

受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，６４７ １，３５３ １７．７ ４３ １，３１１ ３．１８

３５～３９ ７，２８２ １，６４９ ２２．６ ８０ １，５６７ ４．８５

４０～４４ ８，０５３ ２，４０３ ２９．８ １２４ ２，２８０ ５．１６

４５～４９ ９，４０８ ２，５２６ ２６．８ １４８ ２，３７６ ５．８６

５０～５４ １２，２０９ ３，５８１ ２９．３ １３０ ３，４５２ ３．６３

５５～５９ １０，９１７ ３，４７０ ３１．８ ７８ ３，３９２ ２．２５

６０～６４ １３，９１３ ４，３０１ ３０．９ ９０ ４，２１２ ２．０９

６５～６９ １６，０５６ ４，９９５ ３１．１ ８７ ４，９０７ １．７４

７０歳以上 ４２，４５９ ６，８２７ １６．１ １１８ ６，７１０ １．７３

計 １２７，９４４ ３１，１０５ ２４．３ ８９８ ３０，２０７ ２．８９
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ３９ ９０．７ １６ ２３ ０ ０ ０．０００

３５ ～ ３９ ６３ ７８．８ １５ ４６ １ １ ０．１２１

４０ ～ ４４ １１１ ８９．５ ２６ ８０ １ ４ ０．２０８

４５ ～ ４９ １１６ ７８．４ ２５ ８６ ０ ５ ０．１９８

５０ ～ ５４ １０３ ７９．２ ２１ ７５ ０ ７ ０．１９５

５５ ～ ５９ ６４ ８２．１ ２４ ３６ ０ ４ ０．１１５

６０ ～ ６４ ７３ ８１．１ ２８ ４１ ０ ４ ０．０９３

６５ ～ ６９ ７８ ８９．７ ４２ ３１ １ ４ ０．１００

７０歳 以 上 ８８ ７４．６ ４７ ３１ ０ １０ ０．１４６

計 ７３５ ８１．８ ２４４ ４４９ ３ ３９ ０．１３５

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一 次 検 診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

医 師 雇 上 ３，５３５ ８１ ３，４５４ ２．２９

保健事業団 １０，８６６ ６８ １０，７９８ ０．６３

病 院 ７，６５９ ４９４ ７，１６５ ６．４５

診 療 所 ９，０４５ ２５５ ８，７９０ ２．８２

計 ３１，１０５ ８９８ ３０，２０７ ２．８９

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

医 師 雇 上 ５５ ６７．９ ３０ ２１ ０ ４ ０．１１３

保健事業団 ５８ ８５．３ ２８ ２８ ０ ２ ０．０１８

病 院 ４０４ ８１．８ １１４ ２７１ ３ １６ ０．２４８

診 療 所 ２１８ ８５．５ ７２ １２９ ０ １７ ０．１８８

計 ７３５ ８１．８ ２４４ ４４９ ３ ３９ ０．１３５
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７
２
．１
０

４
５７
．１

２
２

０
０

２
０
．０
００

三
朝
町

１
，３
１３

４６
８

５
４７
３

３６
．０

２
１

３
０
．６
３

２
６６
．７

１
１

０
０

１
０
．０
００

関
金
町

１
，３
６８

４１
０

４１
０

３０
．０

１
１

０
．２
４

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

北
条
町

１
，４
９５

３６
８

１２
０

４８
８

３２
．６

３
８

１１
２
．２
５

８
７２
．７

３
４

０
１

５
０
．２
０５

大
栄
町

１
，６
８１

１
，０
８６

１
，０
８６

６４
．６

５
５

０
．４
６

５
１０
０
．０

３
２

０
０

２
０
．０
００

東
伯
町

３
，１
８２

９３
３

９３
３

２９
．３

２２
２２

２
．３
６

１６
７２
．７

９
７

０
０

７
０
．０
００

赤
碕
町

１
，９
１４

７５
２

１４
７６
６

４０
．０

４
０

４
０
．５
２

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

西
伯
町

８０
９

３７
６

３７
６

４６
．５

２４
２４

６
．３
８

２４
１０
０
．０

８
１５

０
１

１６
０
．２
６６

会
見
町

１
，０
４５

２６
４

２８
２９
２

２７
．９

１
１

２
０
．６
８

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
３５

５１
０

１６
３

６７
３

２８
．８

５
１９

２４
３
．５
７

２２
９１
．７

０
２１

０
１

２２
０
．１
４９

日
吉
津
村

４７
２

２９
７

２９
７

６２
．９

３
３

１
．０
１

３
１０
０
．０

０
３

０
０

３
０
．０
００

淀
江
町

２
，６
７３

２０
７

４６
５

６７
２

２５
．１

９
２２

３１
４
．６
１

２８
９０
．３

６
２２

０
０

２２
０
．０
００

大
山
町

９０
１

４２
７

２８
４５
５

５０
．５

３
１

４
０
．８
８

４
１０
０
．０

２
１

０
１

２
０
．２
２０

名
和
町

１
，８
４１

１６
９

２９
８

４６
７

２５
．４

３
１４

１７
３
．６
４

１４
８２
．４

０
１３

０
１

１４
０
．２
１４

中
山
町

７６
８

２５
３

５９
３１
２

４０
．６

０
４

４
１
．２
８

４
１０
０
．０

０
４

０
０

４
０
．０
００

日
南
町

１
，８
７１

５９
７

５９
７

３１
．９

３
３

０
．５
０

３
１０
０
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，０
７８

４８
１

４８
５２
９

４９
．１

３
３

６
１
．１
３

６
１０
０
．０

３
２

０
１

３
０
．１
８９

江
府
町

１
，３
９７

３２
６

１１
２

４３
８

３１
．４

１６
２３

３９
８
．９
０

３６
９２
．３

３
３０

０
３

３３
０
．６
８５

溝
口
町

６２
０

３９
５

１２
５

５２
０

８３
．９

０
２５

２５
４
．８
１

２５
１０
０
．０

３
２２

０
０

２２
０
．０
００

合
計
１２
７
，９
４４

１４
，４
０１

１６
，７
０４

３１
，１
０５

２４
．３

１４
９

７４
９

８９
８

２
．８
９

７３
５

８１
．８

２４
４

４４
９

３
３９

４９
１

０
．１
３５

３７
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（３） 平成１４年度乳がん検診発見乳がん患者追跡調査結果

１）登録届出数 ４２

確定乳癌 ４１ 良性１

鳥取市 １１ 米子市 １２ 倉吉市 １ 境港市 １

江府町 ３ 岩美町 ２

若桜町、用瀬町、智頭町、気高町、青谷町、北条町、西伯町、岸本町

大山町、名和町、日野町 １

２）年齢構成

平均年齢 ５８．０歳（３６―８５）

４）手術術式

胸筋温存乳房切除術 ２０

乳房温存術 ２０

なし １ 手術拒否

温存率 ５０％（平成１３年度 ６３．６％）

３）病期分類

TNM 例 数

� １６

�A ２０

�B ５

組 織 型 例 数

非浸潤癌 １

浸潤癌 ４０

３８



６）まとめ

１．平成１４年度検診発見乳癌は４１例であった。

２．平均年齢は５８．０歳であった。都市部が５３．９歳、郡部は６４．３歳であった。

３．病期は�期までであったが、非浸潤癌は１例のみであった。

４．温存手術例は５０％と昨年に比べ少なかったが、年齢に関係なく施行されていた。

５．初回検診で進行例が多く、繰り返し検診１年で２�以内の症例が多かった。

５）検診歴

検 診 歴 例 数 T１ T２ T３

初回検診 ２１ ５ １３

繰り返し検診 １年 １２ ９ ３

２年以上 ７ ２ ５

３９



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１４年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７７，２５４人で、このうち受診者数は５３，３３６人（地域検診：２６，０６２人、施設検診：２７，２７４

人）で、受診率は３０．１％で、平成１３年度より受診者数２，０４１人、受診率０．８ポイント増加した。増加し

た主因は７０歳以上の受診者が約１，６００人も増えたことによる。

要精検者数は４，４０５人（地域検診：１，７２９人、施設検診：２，６７６人）、要精検率は８．３％で、前年度と

ほぼ同率であった。

このうち、精検受診者数は２，７６７人、精検受診率は６２．８％、精検の結果、大腸がん１２６人、大腸がん

疑い１２人の合計１３８人が発見され、がん発見率は０．２６％で前年度より０．０２ポイント増加した。

受診者数、率ともに年々増加傾向にあるが、要精検率、精検受診率、がん発見率は横這い状態である。

境港市の要精検率が１４．４％と高いが、精検受診率も８３．６％と高率であり、どのような取組みがなさ

れているの問い合わせたところ、精密検査未受診者にはアンケート調査（回収率８０％）を行い、受診

しているが医療機関からの返信がない場合は、医療機関に連絡し返信を求め結果を把握している。ア

ンケートの返事がない２０％の人に対しても、昨年度は２日間とも便潜血陽性の人には、電話で受診勧

奨した。また、アンケート結果の未受診の理由に「医師から痔疾患があるので大丈夫といわれた」、

「再度便潜血検査を受けたら陰性だったので受けなかった」等があったため、６月に実施している行

政と委託医療機関との「反省会」の中で取り上げ、精密検査の実施について徹底を図っているという

報告があった。

２．大腸がん検診発見大腸がん追跡調査結果
平成１４年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１３８例（地域検診：６１例、施設検診：７７例）に

ついて追跡調査を行った結果、１２７例が確定癌で、そのうちの早期がんは６７例で、早期癌率は５２．８％

で、平成１３年度より１４．１％も低い結果であった。また、例年は全国集計を上回る言い成績であるが、

平成１４年度は約１０ポイントも低率であった。

部位別にみると「直腸」「Ｓ状結腸」で５５．１％を占め、早期癌では「�p」「�sp」「�s」が、進行

癌では「２」が大半を占めていた。平成１３年度全国平均と同様な結果であった。

大きさは、１０�以下が２９．９％であった。EMRを施行し、大きさが記入していない症例については、

１０�以下に計上したため、全国平均２４．８％に比べ高くなっている。

Dukes分類は「Ａ」が６１．４％、組織型分類は「Well」が６６．１％で、例年は全国平均より少し高いが、

平成１４年度は少し下回った。

また、毎年の傾向であるが、東部と西部では受診者数に大差はあまりないのに、発見がんが西部か

ら多く見つかっている。治療方法では東部の外科手術の実施割合が高く、西部は内視鏡的治療が多く

実施されている。原因として考えられるのは、西部地区は他の地区に比べ、要精検率、精検受診率が

高いことが影響しているのではないか。また、病理の診断基準に地域差があるのではないか。西部の

場合は、ｍ癌の中に腺腫が含まれているのではないかとうい指摘があり、ポリープ、そのうちの腺腫

の割合を地区別に集計して比較してみることとなった。

治療方法では、外科手術５６．７％、内視鏡的治療４２．５％であった。全国平均は外科手術が少し多く実

施されている。

また、逐年検診発見進行大腸癌は２２例（東部１２例、中部１例、西部９例）で例年に比べ非常に多かった。

４０
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（２） 平成１４年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数（人） 一 次 検 診

受診者数（人） 受 診 率（％）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４，３８８ ７，３３２ ７６９ １，４６８ １７．５ ２０．０ ４９ ９５ ７２０ １，３７３ ６．４ ６．５

４５～４９ ５，７０３ ８，４４１ ９６４ １，７５５ １６．９ ２０．８ ７６ ９６ ８８８ １，６５９ ７．９ ５．５

５０～５４ ７，７５５ １１，２３８ １，４７２ ２，９８３ １９．０ ２６．５ １１９ １７９ １，３５３ ２，８０４ ８．１ ６．０

５５～５９ ６，８２４ ９，９５６ １，４７６ ３，４７２ ２１．６ ３４．９ １３７ ２０７ １，３３９ ３，２６５ ９．３ ６．０

６０～６４ ９，２４５ １３，２４８ ２，３６８ ４，８７５ ２５．６ ３６．８ ２３９ ３０７ ２，１２９ ４，５６８ １０．１ ６．３

６５～６９ １０，８８７ １５，４７１ ３，８２３ ６，５１８ ３５．１ ４２．１ ４１３ ３９８ ３，４１０ ６，１２０ １０．８ ６．１

７０～７４ １０，４５６ １５，０５３ ４，１７０ ６，２３３ ３９．９ ４１．４ ４８１ ４２６ ３，６８９ ５，８０７ １１．５ ６．８

７５～７９ ７，４９４ １２，３３９ ２，９５１ ４，１１３ ３９．４ ３３．３ ３４２ ３２９ ２，６０９ ３，７８４ １１．６ ８．０

８０歳以上 ６，３１９ １５，１０５ １，５８２ ２，３４４ ２５．０ １５．５ ２２９ ２８３ １，３５３ ２，０６１ １４．５ １２．１

計 ６９，０７１ １０８，１８３１９，５７５３３，７６１ ２８．３ ３１．２ ２，０８５ ２，３２０ １７，４９０３１，４４１ １０．７ ６．９

合 計 １７７，２５４ ５３，３３６ ３０．１ ４，４０５ ４８，９３１ ８．３

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８５，７６１ １８２，６２９ １８１，６７７ １７９，９３３ １７５，１０３ １７７，２５４

受 診 者 数（人） ４９，９５７ ４９，３０２ ４９，５４４ ４９，６７１ ５１，２９５ ５３，３３６

受 診 率（％） ２６．９ ２７．０ ２７．３ ２７．６ ２９．３ ３０．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４５，１２７ ４４，６１２ ４５，０４６ ４５，１０８ ４７，１４１ ４８，９３１

要 精 検 者 数（人） ４，８３０ ４，６９０ ４，４９８ ４，５６３ ４，１５４ ４，４０５

要 精 検 率（％） ９．７ ９．５ ９．１ ９．２ ８．１ ８．３

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ３，２３４ ３，０１３ ２，９２０ ２，８５８ ２，５９３ ２，７６７

受 診 率（％） ６７．０ ６４．２ ６４．９ ６２．６ ６２．４ ６２．８

精密検査結果
大腸がん又はがんの
疑いのある者（人） １７３ １５９ １４７ １２７ １２４ １３８

大腸がん発見率（％） ０．３５ ０．３２ ０．３０ ０．２６ ０．２４ ０．２６

追跡調査結果
確 定 が ん 数（人） １５９ １４７ １３８ １１７ １１８ １２７

確 定 が ん 率（％） ０．３２ ０．３０ ０．２８ ０．２４ ０．２３ ０．２４

４１



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診

機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ９，０７８ １４，７９６ ７８０ ７９５ ８，２９８ １４，００１ ８．６ ５．４

フ ァ ル コ ３４６ ５４９ ３７ ３１ ３０９ ５１８ １０．７ ５．６

中 国 労 働
衛 生 協 会 ７３４ ５５９ ６５ ２１ ６６９ ５３８ ８．９ ３．８

病 院 ２，７５１ ４，７０７ ３２０ ３３５ ２，４３１ ４，３７２ １１．６ ７．１

診 療 所 ６，６６６ １３，１５０ ８８３ １，１３８ ５，７８３ １２，０１２ １３．２ ８．７

計 １９，５７５ ３３，７６１ ２，０８５ ２，３２０ １７，４９０ ３１，４４１ １０．７ ６．９

合 計 ５３，３３６ ４，４０５ ４８，９３１ ８．３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２２ ５５ ４４．９ ５７．９ １１ ３９ １０ １５ ０ １ １ ０ ０．１３０ ０．０６８

４５～４９ ４５ ５１ ５９．２ ５３．１ １２ ３０ ３２ ２１ ０ ０ １ ０ ０．１０４ ０．０００

５０～５４ ６６ １０９ ５５．５ ６０．９ ２９ ５２ ３５ ５１ ０ ０ ２ ６ ０．１３６ ０．２０２

５５～５９ ７２ １３１ ５２．６ ６３．３ ２３ ６１ ４４ ６２ ０ ０ ５ ８ ０．３３９ ０．２３０

６０～６４ １５２ ２１９ ６３．６ ７１．３ ５３ １１１ ９０ １０３ ２ １ ７ ４ ０．３８０ ０．１０３

６５～６９ ２７２ ２８３ ６５．９ ７１．１ ６４ １４２ １８９ １３４ ３ ０ １６ ７ ０．４９７ ０．１０７

７０～７４ ３３０ ２６４ ６８．６ ６２．０ １１２ １３３ １９８ １２２ ２ １ １８ ８ ０．４８０ ０．１４４

７５～７９ ２２９ ２０２ ６７．０ ６１．４ ７２ ９６ １３９ ９４ ２ ０ １６ １２ ０．６１０ ０．２９２

８０歳以上 １３６ １２９ ５９．４ ４５．６ ５２ ６３ ７７ ５８ ０ ０ ７ ８ ０．４４２ ０．３４１

計 １，３２４ １，４４３ ６３．５ ６２．２ ４２８ ７２７ ８１４ ６６０ ９ ３ ７３ ５３ ０．４１９ ０．１６６

合 計 ２，７６７ ６２．８ １，１５５ １，４７４ １２ １２６ ０．２５９

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５４５ ５４４ ６９．９ ６８．４ １７４ ２８８ ３３３ ２３７ ７ １ ３１ １８ ０．４１９０．１２８

フ ァ ル コ ２８ ２１ ７５．７ ６７．７ １０ ９ １７ １１ ０ ０ １ １ ０．２８９０．１８２

中国労働衛
生 協 会 ３８ １７ ５８．５ ８１．０ １６ ４ ２２ １１ ０ ０ ０ ２ ０．００００．３５８

病 院 １８４ １９３ ５７．５ ５７．６ ７１ １０２ １０１ ８６ ０ １ １２ ４ ０．４３６０．１０７

診 療 所 ５３０ ６６７ ６０．０ ５８．６ １５７ ３２４ ３４２ ３１４ ２ １ ２９ ２８ ０．４６５０．２２１

計 １，３２５１，４４２ ６３．５ ６２．２ ４２８ ７２７ ８１５ ６５９ ９ ３ ７３ ５３ ０．４１９０．１６６

合 計 ２，７６７ ６２．８ １，１５５ １，４７４ １２ １２６ ０．２５９
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Ｄ

鳥
取
市

３８
，５
００

８３
７

８
，９
２１

９
，７
５８

２５
．３

６８
７９
４

８６
２

８
．８

４３
８

５０
．８

１６
７

２４
５

２
２４

２７
１

０
．２
６６

米
子
市

４２
，１
００

１０
，２
９３

１０
，２
９３

２４
．４

１
，０
４４

１
，０
４４

１０
．１

５８
８

５６
．３

２４
１

３０
９

２
３６

３４
７

０
．３
６９

倉
吉
市

１１
，９
９５

１
，１
８３

６４
９

１
，８
３２

１５
．３

６２
７７

１３
９

７
．６

９６
６９
．１

３６
５５

１
４

６０
０
．２
７３

境
港
市

１１
，８
０９

２
，２
４２

２
，２
４２

１９
．０

３２
３

３２
３

１４
．４

２７
０

８３
．６

１１
１

１５
３

１
５

１５
９

０
．２
６８

国
府
町

１
，５
３４

９２
２

９２
１
，０
１４

６６
．１

５２
５

５７
５
．６

４８
８４
．２

２５
２３

０
０

２３
０
．０
００

岩
美
町

３
，０
８０

１
，１
５６

２４
４

１
，４
００

４５
．５

７０
１２

８２
５
．９

５３
６４
．６

１９
３２

０
２

３４
０
．１
４３

福
部
村

９７
７

２１
０

２１
０

４２
０

４３
．０

１３
２０

３３
７
．９

１５
４５
．５

１１
４

０
０

４
０
．０
００

郡
家
町

１
，９
３７

１
，４
６３

１０
６

１
，５
６９

８１
．０

９５
６

１０
１

６
．４

５５
５４
．５

２２
３１

０
２

３３
０
．１
２７

船
岡
町

１
，６
１３

７５
１

７５
１

４６
．６

５７
５７

７
．６

４１
７１
．９

１８
２３

０
０

２３
０
．０
００

河
原
町

３
，１
５４

８０
６

２２
１

１
，０
２７

３２
．６

５５
１７

７２
７
．０

４０
５５
．６

１８
２０

０
２

２２
０
．１
９５

八
東
町

２
，２
６２

９３
５

９３
５

４１
．３

７１
７１

７
．６

５１
７１
．８

１４
３３

０
４

３７
０
．４
２８

若
桜
町

１
，７
５０

５９
７

３５
３

９５
０

５４
．３

２６
３３

５９
６
．２

４９
８３
．１

２４
２３

０
２

２５
０
．２
１１

用
瀬
町

２
，３
９４

５０
３

３３
５３
６

２２
．４

１７
３

２０
３
．７

１１
５５
．０

４
７

０
０

７
０
．０
００

佐
治
村

１
，２
３７

３５
１

１７
６

５２
７

４２
．６

１８
１４

３２
６
．１

１３
４０
．６

６
７

０
０

７
０
．０
００

智
頭
町

２
，９
７２

８７
０

３９
９

１
，２
６９

４２
．７

５６
２１

７７
６
．１

４９
６３
．６

９
３８

０
２

４０
０
．１
５８

気
高
町

１
，５
２７

７９
１
，０
３９

１
，１
１８

７３
．２

１２
９２

１０
４

９
．３

６９
６６
．３

３４
３４

０
１

３５
０
．０
８９

鹿
野
町

１
，２
６６

７６
５７
５

６５
１

５１
．４

７
４３

５０
７
．７

２５
５０
．０

１６
７

０
２

９
０
．３
０７

青
谷
町

３
，１
０８

９１
９

２６
１

１
，１
８０

３８
．０

４１
１３

５４
４
．６

３５
６４
．８

１５
２０

０
０

２０
０
．０
００

羽
合
町

１
，６
４９

６２
５

５０
６７
５

４０
．９

５４
２

５６
８
．３

３８
６７
．９

１６
２２

０
０

２２
０
．０
００

泊
村

７１
２

２１
１

１３
８

３４
９

４９
．０

１５
１４

２９
８
．３

２０
６９
．０

８
１２

０
０

１２
０
．０
００

東
郷
町

２
，１
７０

４９
３

３３
５２
６

２４
．２

４６
３

４９
９
．３

３３
６７
．３

１０
２１

１
１

２３
０
．３
８０

三
朝
町

１
，７
４５

８１
７

８１
７

４６
．８

４７
４７

５
．８

３４
７２
．３

１４
２０

０
０

２０
０
．０
００

関
金
町

２
，０
０１

４６
５

４６
５

２３
．２

３１
３１

６
．７

２１
６７
．７

９
９

１
２

１２
０
．６
４５

北
条
町

２
，０
８２

５２
６

２０
３

７２
９

３５
．０

３８
３１

６９
９
．５

４３
６２
．３

１７
２４

０
２

２６
０
．２
７４

大
栄
町

２
，６
９２

１
，６
６７

１
，６
６７

６１
．９

１２
１

１２
１

７
．３

９１
７５
．２

５５
３１

０
５

３６
０
．３
００

東
伯
町

４
，８
７０

１
，３
１８

１
，３
１８

２７
．１

８７
８７

６
．６

６７
７７
．０

２８
３７

１
１

３９
０
．１
５２

赤
碕
町

２
，６
７２

７５
３

２５
７７
８

２９
．１

５１
７

５８
７
．５

３５
６０
．３

１４
１８

０
３

２１
０
．３
８６

西
伯
町

１
，１
７０

５４
６６
１

７１
５

６１
．１

８
５１

５９
８
．３

３２
５４
．２

１７
１５

０
０

１５
０
．０
００

会
見
町

１
，７
００

３７
５

３７
５

２２
．１

２５
２５

６
．７

２１
８４
．０

９
９

０
３

１２
０
．８
００

岸
本
町

３
，１
０５

７３
９

７３
９

２３
．８

５７
５７

７
．７

３６
６３
．２

１０
２５

０
１

２６
０
．１
３５

日
吉
津
村

５９
５

４０
３

４０
３

６７
．７

２１
２１

５
．２

１１
５２
．４

５
４

０
２

６
０
．４
９６

淀
江
町

３
，８
２０

８９
５

１３
７

１
，０
３２

２７
．０

６８
３３

１０
１

９
．８

７２
７１
．３

３１
３９

０
２

４１
０
．１
９４

大
山
町

１
，１
５７

５９
６

５４
６５
０

５６
．２

３４
１

３５
５
．４

３５
１０
０
．０

２１
１４

０
０

１４
０
．０
００

名
和
町

３
，０
３２

９３
７

９３
７

３０
．９

５２
５２

５
．５

２８
５３
．８

１２
１５

０
１

１６
０
．１
０７

中
山
町

１
，２
５３

５０
３

１１
４

６１
７

４９
．２

１５
１３

２８
４
．５

２０
７１
．４

８
９

０
３

１２
０
．４
８６

日
南
町

３
，０
８５

１
，０
５１

４５
１
，０
９６

３５
．５

９３
４

９７
８
．９

７９
８１
．４

３６
３３

３
７

４３
０
．９
１２

日
野
町

１
，３
７３

５５
８

５５
８

４０
．６

４７
４７

８
．４

３０
６３
．８

１０
１６

０
４

２０
０
．７
１７

江
府
町

２
，０
８１

６６
６

６６
６

３２
．０

３１
３１

４
．７

２９
９３
．５

１１
１６

０
２

１８
０
．３
００

溝
口
町

１
，０
７５

７５
２

７５
２

７０
．０

６８
６８

９
．０

４６
６７
．６

２４
２１

０
１

２２
０
．１
３３

合
計
１７
７
，２
５４

２６
，０
６２

２７
，２
７４

５３
，３
３６

３０
．１

１
，７
２９

２
，６
７６

４
，４
０５

８
．３

２
，７
６７

６２
．８

１
，１
５５

１
，４
７４

１２
１２
６

１
，６
１２

０
．２
５９
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（３） 平成１４年度大腸がん検診発見大腸がん患者追跡調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １３ ２０ ２８ ６１ ３０ ２ ４５ ７７ ４３ ２２ ７３ １３８

確 定 癌 １２ １８ ２７ ５７ ２６ ２ ４２ ７０ ３８ ２０ ６９ １２７

腺 腫 １ １ １ ３ ２ ０ ２ ４ ３ １ ３ ７

そ の 他 ０ １ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ ２

調 査 中 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ２

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ １ ３ ２ ３ １１ ８ ７ １ ３６

女 ０ ０ ２ ６ ４ ４ ４ ０ １ ２１

計 ０ １ ５ ８ ７ １５ １２ ７ ２ ５７

施

設

男 １ ０ ０ ２ ４ ７ ９ ７ ６ ３６

女 １ ０ ２ ３ ３ ２ ６ １１ ６ ３４

計 ２ ０ ２ ５ ７ ９ １５ １８ １２ ７０

計
男 １ １ ３ ４ ７ １８ １７ １４ ７ ７２

女 １ ０ ４ ９ ７ ６ １０ １１ ７ ５５

総 計 ２ １ ７ １３ １４ ２４ ２７ ２５ １４ １２７

表３ 部 位

部位
鳥取県（Ｈ１４年度） 全国（％）

Ｈ１３年度東部 中部 西部 計 （％）

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．３

Ｒ １２ ４ ２２ ３８ ２９．９ ３０．８

Ｓ ８ ６ １８ ３２ ２５．２ ３３．５

Ｄ １ ４ ５ １０ ７．９ ５．６

Ｔ ４ １ ４ ９ ７．１ ９．３

Ａ ７ ３ １６ ２６ ２０．５ １４．１

Ｃ ６ １ ４ １１ ８．７ ６．３

不明 ０ １ ０ １ ０．８ ０．１

計 ３８ ２０ ６９ １２７ １００．０
１００．０

ｎ＝３，７１２

４４



表４ 大きさ

大きさ

（�）

鳥取県（Ｈ１４年度） 全国（％）

Ｈ１３年度東部 中部 西部 計 （％）

０～１０ ６ １０ ２２ ３８ ２９．９ ２４．８

１１～２０ ９ ５ １５ ２９ ２２．８ ３３．９

２１～５０ １８ ２ ２０ ４０ ３１．５ ３４．２

５１～ ４ １ ９ １４ １１．０ ７．１

不明 １ ２ ３ ６ ４．７

計 ３８ ２０ ６９ １２７ １００．０
１００．０

ｎ＝３，３１７

表５ 肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１４年度

全国（％）

Ｈ１３年度

０ ６７ ５２．８ ６２．８

１ ９ ７．１ ６．５

２ ４６ ３６．２ ２６．９

３ ２ １．６ ２．９

４ ０ ０．０ ０．３

５ ０ ０．０ ０．６

不明 ３ ２．４

計 １２７ １００．０
１００．０

ｎ＝３，６９０

表６ 早期癌の肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１４年度

全国（％）

Ｈ１３年度

�p １９ ２８．４ ２４．６

�sp １４ ２０．９ ３１．３

�s ８ １１．９ １４．９

�a １３ １９．４ １３．５

�a＋�c ５ ７．５ ６．３

�b ０ ０．０ ０．１

�c ２ ３．０ １．４

� ０ ０．０ ０．２

その他 １ １．５ ２．０

不明 ５ ７．５ ５．７

計 ６７ １００．０
１００．０

ｎ＝２，３１６

表７ 深達度

深達度
鳥取県（Ｈ１４年度） 全国（％）

Ｈ１３年度東部（％） 中部（％） 西部（％） 計 （％）

ｍ １１（２８．９）１３（６５．０）２７（３９．１） ５１ （４０．２） ４７．２

sm ２（ ５．３） ２（１０．０）１０（１４．５） １４ （１１．０） １７．５

不明 １ ０ １ ２

小計 １４（３６．８）１５（７５．０）３８（５５．１） ６７ （５２．８） ６４．７

mp ７（１８．４） １（ ５．０） ６（ ８．７） １４ （１１．０） １１．３

ss ９（２３．７） ２（１０．０）１３（１８．８） ２４ （１８．９） １７．４

se ７（１８．４） ０ ７（１０．１） １４ （１１．０） ５．８

si ０ １（ ５．０） ２（ ２．９） ３ （ ２．４） ０．８

不明 １ １ ３ ５

計 ３８（１００．０）２０（１００．０）６９（１００．０） １２７ （１００．０）
１００．０

ｎ＝３，５５１

４５



表８ Dukes分類

Dukes分類
鳥取県（Ｈ１４年度） 全国（％）

Ｈ１３年度東部 中部 西部 計 （％）

Ａ １９ １８ ４１ ７８ ６１．４ ６９．４

Ｂ １０ ０ ９ １９ １５．０ １２．３

Ｃ ８ １ １５ ２４ １８．９
１８．３

Ｄ １ １ １ ３ ２．４

不明 ０ ０ ３ ３ ２．４

計 ３８ ２０ ６９ １２７ １００．０
１００．０

ｎ＝２，８１１

表９ 組織型分類

組織型
鳥取県（％）Ｈ１４年度 全国（％）

Ｈ１３年度東部 中部 西部 計 （％）

Well ２６ １５ ４３ ８４ ６６．１ ７２．０

Mode １０ ４ ２１ ３５ ２７．６ ２４．６

Por １ ０ １ ２ １．６ １．４

muc ０ ０ １ １ ０．８ ０．８

その他不明 １ １ ３ ５ ３．９ １．２

計 ３８ ２０ ６９ １２７ １００．０
１００．０

ｎ＝３，４３５

表１０ 治療法

治療方法
鳥取県（Ｈ１４年度） 全国（％）

Ｈ１３年度東部（％） 中部（％） 西部（％） 計 （％）

外 科 手 術 ２７（７１．１） ５（２５．０）４０（５８．０） ７２ （５６．７） ４６．８

内視鏡治療 １１（２８．９）１４（７０．０）２９（４２．０） ５４ （４２．５） ４５．５

その他不明 ０（ ０．０） １（ ５．０） ０（ ０．０） １ （ ０．８） ７．７

計 ３８（１００．０）２０（１００．０）６９（１００．０） １２７ （１００．０）
１００．０

ｎ＝３，３８９

!
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表１１ 平成１４年度逐年検診発見進行癌

症 例 病 巣 便潜血
前年の精検 地区

検診

方式№ 年令 性 部位 大きさ
（�） 深達 肉眼型 組織型 前年 当年

１ ６８ ｍ Ｓ ３４ ss ２ Well －－ ＋＋ 東

地

域

検

診

２ ５５ ｆ Ａ ２２ mp １ Mod －－ ＋＋ 〃

３ ６５ ｍ Ｓ ４５ se ３ Por ＋＋ ＋＋ 未 受 診 〃

４ ７５ ｍ Ｒ １５ mp １ Mod －－ ＋＋ 〃

５ ５６ ｆ Ｄ ２３ mp ２ Mod －－ ＋＋ 〃

６ ７１ ｍ Ｒ ４５ se ２ Well ＋＋ ＋－ 未 受 診 〃

７ ６５ ｍ Ａ ５０ mp ２ Well ＋＋ ＋＋ 異 常 な し 〃

８ ７４ ｍ Ｒ ２５ mp ２ Mod －－ －＋ 中

９ ７７ ｍ Ｒ ３０ mp ２ Mod ＋＋ ＋＋ 未 受 診 西

１０ ７２ ｍ Ａ ５８ ss ２ Well ＋＋ ＋＋ 未 受 診 〃

１１ ６７ ｍ Ｒ ２６ mp １ Well －－ ＋－ 〃

１２ ６９ ｍ Ｒ ― ― １ ― －－ ＋－ 〃

１３ ５７ ｆ Ａ ３２ se ２ Mod －－ ＋＋ 〃

１４ ７８ ｍ Ｔ ３０ ss ２ Well －－ ＋＋ 東

施

設

検

診

１５ ７５ ｍ Ｔ ２２ mp ２ Mod －－ ／ 〃

１６ ７６ ｍ Ｔ ３０ se １ Well －－ －＋ 〃

１７ ７１ ｆ Ｃ １７ ss ２ Well －－ ＋＋ 〃

１８ ７５ ｆ Ａ ２０ mp ２ Mod －－ ＋＋ 〃

１９ ７７ ｆ Ａ ２７ mp １ Well －－ ＋－ 西

２０ ７１ ｆ Ａ ２０ mp ２ Por ＋＋ ＋＋ 異 常 な し 〃

２１ ７４ ｍ Ｓ １３ se １ Well ＋－ －＋ ※ 〃

２２ ７２ ｍ Ｓ １２ ss ２ Mod －－ ＋＋ 〃

※Ｓ状結腸、上行結腸に早期大腸癌（隆起型）のため内視鏡手術実施
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６．肝 臓 が ん 検 診

１．肝臓がん検診実績
平成１４年度より、国庫事業の基本健康診査の肝炎ウイルス検査が導入されたことに伴い、鳥取県の

肝臓がん検診は、国庫事業の肝炎ウイルス検査、県事業の肝臓がん対策事業、市町村単独事業の何れ

でするか市町村が判断しそれぞれ実施された。全体では３６市町村で実施され、７，２０７人が受診した。

１）平成１４年度肝臓がん検診実績（県事業の肝臓がん対策事業）

平成１４年度は１４市町村で実施し、受診者数は１，２６８人で、一次検診の結果、要指導者は２０５人

（１６．２％）、要精検者は１０３人（８．１％）であった。また、HBs抗原陽性者は２１人（１．６６％）、HCV

抗体陽性者は３０人（２．３７％）であった。また、HCV抗体陽性者３０人に対し、HCV―RNA検査を

行った結果、２０人が受診し、検査の結果＋は１４人、－は６人であった。

要精検者１０３人のうち精検受診者は６２人であり、精検受診率は６０．２％であった。

この結果、肝臓がんまたは肝臓がん疑いの者は一人も発見されなかった。

年代別にみると、例年と同様に要精検率、HCV抗体陽性率は６５～６９歳代、HBs抗原陽性率は

４５～５４歳代が最も高かった。

平成１３年度に比べ、国庫事業の肝炎ウイルス検査が導入されたことに伴い、単県事業で実施す

る市町村が８市町村減少し、受診者数も約半分に減少した。要精検率は同率であったが、要指導

率が５．５ポイント増加した。また、HCV抗体陽性率が０．６９ポイント増加した。

平成７～１４年度の８年間を集計すると、受診者数７１，２５６人で、そのうちHBs抗原陽性者は

１，９０７人（２．６８％）、HCV抗体陽性者は３，１３７人（４．３７％）であった。HCV抗体陽性率は６０歳以上

が高く、HBs抗原陽性率は４０～５９歳が高い傾向は例年と同様であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の

肝臓がん対策事業）

肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査を平成１０年度より行ってお

り、平成１４年度は昨年度と同様に２８市町村で実施された。

健康指導対象者はＢ型肝炎ウイルス陽性者が１，０３９人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１，０８０人で、

このうち受診者数はＢ型肝炎ウイルス陽性者が５０３人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が６２９人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１０８人（受診者数の

２１．５％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が３３０人（受診者数の５２．５％）であった。また、肝硬変と診断

された人はＢ型肝炎ウイルス陽性者が６人（受診者数の１．２％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１８人

（受診者数の２．９％）であった。

肝臓がん疑いまたは肝臓がんと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が２人（受診者数の

０．４％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が９人（受診者数の１．４％）であった。

３）平成１４年度基本健康診査における肝炎ウイルス検査

平成１４年度は２６市町村で実施し、対象者数３５，１６３人のうち、受診者数は５，８１３人で、受診率は

１６．５％であった。検査の結果、HBs抗原のみ陽性者は１１８人、HCV抗体のみ陽性者は１０６人、HBs

抗原・HCV抗体ともに陽性者が２人であった。よって、HBs抗原陽性率２．１％、HCV抗体陽性率

１．９％で、単県事業と比べると陽性率が少し低いようである。特に、HCV抗体陽性率は２．５ポイ

ントも低かった。

年代別にみると、単県事業と同様に、HCV抗体陽性率は６５～６９歳代、HBs抗原陽性率は４５～

５４歳代が最も高かった。
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平成１４年度当初は精検の結果を市町村に報告するシステムをとっていなかったため、現在５町

しか報告がなされていなく、がん及びがん疑いは一人も発見されていない。平成１５年度実績から

は精検の結果報告を取りまとめて頂くよう市町村に指導を行う。

２．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
１）平成１４年度肝臓がん検診からはがん及びがん疑いの者は一人も発見されなかった。また、肝臓

がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん及びがん疑いの者が

１１名発見され、そのうち４名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断されていた。残り７名の

確定調査を行った結果、確定がんが５例であった。

２）平成７年～１４年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、１７例が確定癌であり、そのうち現在も生

存されている方は１例であった。また、平成１０～１４年度定期検査確定がんが３１例で、そのうち１５

例（他病死を含む）が死亡されている。
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受診者数（人） 精 密 検 査 受 診 率（％）

男 女 男 女

４０～４４
（ ０）
［ ０］

０

（ ０）
［ ０］

０
０．０ ０．０

４５～４９
（ ２）
［ ０］

５

（ ３）
［ １］

４
７１．４ ６６．７

５０～５４
（ ０）
［ ２］

５

（ １）
［ ０］

３
７１．４ ３７．５

５５～５９
（ ０）
［ ０］

３

（ ２）
［ ４］

６
６０．０ ６０．０

６０～６４
（ １）
［ １］

５

（ １）
［ １］

２
５０．０ ２８．６

６５～６９
（ １）
［ １］

９

（ ２）
［ ４］

８
８１．８ ７２．７

７０～７４
（ ０）
［ ０］

３

（ ０）
［ ２］

２
７５．０ １００．０

７５～７９
（ １）
［ ０］

１

（ ０）
［ ２］

３
１００．０ １００．０

８０歳以上
（ ０）
［ ２］

３

（ ０）
［ ０］

０
１００．０ ０．０

計
（ ６）
［ ６］

３４

（ ９）
［ １４］

２８
６４．２ ５６．０

合 計
（ １５）
［ ２０］

６２
６０．２

＊（ ）内はHBs抗原陽性者で再掲
＊［ ］内はHCV抗体陽性者で再掲

（１） 平成１４年度肝臓がん検診結果（県事業の肝臓がん対策事業）

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診受診者数

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 指 導 要 精 検 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４
（ ４）（ １３）（ １）（ ０）（ ０）（ ０）（ ３）（ １３）

４５ ８６ ９ ４ ５ １ ３１ ８１ １１．１ １．２

４５～４９
（ ３）（ ８）（ ０）（ ０）（ ０）（ １）（ ３）（ ７）

４８ ８８ １１ ６ ７ ６ ３０ ７６ １４．６ ６．８

５０～５４
（ ５）（ ３）（ ２）（ １）（ １）（ ０）（ ２）（ ２）

６５ １２３ ２３ １５ ７ ８ ３５ １００ １０．８ ６．５

５５～５９
（ ０）（ ３）（ ０）（ ０）（ ０）（ １）（ ０）（ ２）

５８ １１２ １６ １９ ５ １０ ３７ ８３ ８．６ ８．９

６０～６４
（ ２）（ ２）（ １）（ １）（ ０）（ ０）（ １）（ １）

９９ １２１ ２５ １０ １０ ７ ６４ １０４ １０．１ ５．８

６５～６９
（ ３）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ ３）（ ０）
１０１ ８７ ２９ １１ １１ １１ ６１ ６５ １０．９ １２．６

７０～７４
（ ２）（ ０）（ １）（ ０）（ ０）（ ０）（ １）（ ０）

６８ ５０ １２ ２ ４ ２ ５２ ４６ ５．９ ４．０

７５～７９
（ ０）（ ３）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ ３）

２６ ４０ ３ ５ １ ３ ２２ ３２ ３．９ ７．５

８０歳以上
（ １）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ ０）（ １）（ ０）

３０ ２１ ３ ２ ３ ２ ２４ １７ １０．０ ９．５

計
（ ２０）（ ３２）（ ５）（ ２）（ １）（ ２）（ １４）（ ２８）
５４０ ７２８ １３１ ７４ ５３ ５０ ３５６ ６０４ ９．８ ６．９

合 計
（ ５２） （ ７） （ ３） （ ４２）
１，２６８ ２０５ １０３ ９６０ ８．１

＊（ ）内はウイルス検査のみした人の再掲

５０
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１
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０
０

０
０

―
―
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１
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０

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

計
５

４
２９

２４
９

５
３

１２
７

７
１

０
９

０
０

０
０

０
０

０
０

０
―

―

合
計

９
５３

１４
１５

１４
１

９
０

０
０

０
―

年
代
別
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H
C
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抗
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率

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

男
女

計

４０
～
４４

４５
８６

１３
１

０
０

０
０
．０
０

０
．０
０

０
．０
０

０
１

１
０
．０
０

１
．１
６

０
．７
６

４５
～
４９

４８
８８

１３
６

２
３

５
４
．１
７

３
．４
１

３
．６
８

１
２

３
２
．０
８

２
．２
７

２
．２
１

５０
～
５４

６５
１２
３

１８
８

１
２

３
１
．５
４

１
．６
３

１
．６
０

２
１

３
３
．０
８

０
．８
１

１
．６
０

５５
～
５９

５８
１１
２

１７
０

０
３

３
０
．０
０

２
．６
８

１
．７
６

０
５

５
０
．０
０

４
．４
６

２
．９
４

６０
～
６４

９９
１２
１

２２
０

１
３

４
１
．０
１

２
．４
８

１
．８
２

１
２

３
１
．０
１

１
．６
５

１
．３
６

６５
～
６９

１０
１

８７
１８
８

３
２

５
２
．９
７

２
．３
０

２
．６
６

２
５

７
１
．９
８

５
．７
５

３
．７
２

７０
～
７４

６８
５０

１１
８

０
０

０
０
．０
０

０
．０
０

０
．０
０

０
２

２
０
．０
０

４
．０
０

１
．６
９

７５
～
７９

２６
４０

６６
０

０
０

０
．０
０

０
．０
０

０
．０
０

０
２

２
０
．０
０

５
．０
０

３
．０
３

８０
歳
以
上

３０
２１

５１
１

０
１

３
．３
３

０
．０
０

１
．９
６

２
２

４
６
．６
７

９
．５
２

７
．８
４

計
５４
０

７２
８

１
，２
６８

８
１３

２１
１
．４
８

１
．７
９

１
．６
６

８
２２

３０
１
．４
８

３
．０
２

２
．３
７

５１
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Ａ
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者
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査

者
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検
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者

Ｍ
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＋
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）
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関
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村
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９
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）
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）

３１
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３
０

３
３

４
７

２２
．６

４
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．１

４
４

―

船
岡
町

１
，３
９８

（
２２
）

１３
２

（
２２
）
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）
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）
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１
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）
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）
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）
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）
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）
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３
９

９
―
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町

３４
３４
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１０
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．０
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３
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４

１１
．８

２
５０
．０
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村

２０
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）
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１
）
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１０
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３

１
１

５
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１
１０
０
．０

１
０

―
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町

４０
９

１０
３０

４０
９
．８

１
４

５
１

２
３

７
．５

２
６６
．６

２
２

―

青
谷
町

２
，８
８２

７８
７８

２
．７

１１
１１

１２
１２

１５
．４

４
３３
．３

１
３

３
―

泊
村

１
，２
６８

（
１
）

４８
１４
１

（
１
）

１８
９

１４
．９

（
１
）

２８
２０

（
１
）

４８
１

１
２

１
．１

２
１０
０
．０

２
２

―
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町

１９
５
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２

１７
２

８８
．２

５１
５１

５
５

２
．９

５
１０
０
．０

５
５

―

会
見
町

７０
７０

７０
１０
０
．０

４
４

８
８

１１
．４

１
１２
．５

１
１

―

岸
本
町

２０
５

５０
５０

２４
．４

０
０

０
０

―
０

０
．０

０
―

溝
口
町

３３
３３

３３
１０
０
．０

５
５

３
３

９
．１

３
１０
０
．０

３
３

―

合
計
１２
，９
０１

（
４９
）

７９
２

（
３
）

４７
６

（
５２
）

１
，２
６８

９
．８

（
７
）

１１
２

（
０
）

９３
（
７
）

２０
５

（
３
）

８３
（
０
）

２０
（
３
）

１０
３

８
．１

６２
６０
．２

９
５３

０
０

５３
―

＊
（

）
内
は
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
み
受
診
し
た
者
の
再
掲

５２



４）平成７～１４年度年代別肝臓がん検診結果 （単位：人、％）

年 齢

一次検診受診者数

（人）

HBs抗原陽性者

（人）

HBs抗原陽性率

（％）

HCV抗体陽性者

（人）

HCV抗体陽性率

（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０ ～ ４４ １，５５６ ３，２４４ ７４ １０３ ４．７６ ３．１８ ３１ ４１ １．９９ １．２６

４５ ～ ４９ １，７１６ ３，７６６ ９３ １５４ ５．４２ ４．０９ ３１ ８８ １．８１ ２．３４

５０ ～ ５４ １，５９８ ４，４５３ ８８ １７６ ５．５１ ３．９５ ２７ １４１ １．６９ ３．１７

５５ ～ ５９ １，７３４ ５，３００ ６０ １７５ ３．４６ ３．３０ ５８ ２１７ ３．３４ ４．０９

６０ ～ ６４ ３，９５６ ８，４００ １１８ １７９ ２．９８ ２．１３ １５８ ４２４ ３．９９ ５．０５

６５ ～ ６９ ５，０６１ ８，７２８ １２９ １７９ ２．５５ ２．０５ ２５６ ４６７ ５．０６ ５．３５

７０ ～ ７４ ４，２５４ ６，９５２ ７６ １２９ １．７９ １．８６ ２５３ ３８８ ５．９５ ５．５８

７５ ～ ７９ ２，２８０ ３，９６７ ５０ ６２ ２．１９ １．５６ １３０ ２０６ ５．７０ ５．１９

８０歳 以 上 １，６３６ ２，６５５ １８ ４４ １．１０ １．６６ １０１ １２０ ６．１７ ４．５２

計 ２３，７９１ ４７，４６５ ７０６ １，２０１ ２．９７ ２．５３ １，０４５ ２，０９２ ４．３９ ４．４１

合 計 ７１，２５６ １，９０７ ２．６８ ３，１３７ ４．４０

５３
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健 康 指 導

対 象 者 数

定 期 検 査

受 診 者 数
慢 性 肝 炎 肝 硬 変

肝 臓 が ん 疑 い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，０３９ ５０３
１０８

（２１．５％）

６

（１．２％）

２

（０．４％）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 １，０８０ ６２９
３３０

（５２．５％）

１８

（２．９％）

９

（１．４％）

（３） 平成１４年度肝炎ウイルス検査結果

１）ウイルス検査結果（年齢階級別）

年 齢
受診者数 HBs抗原のみ陽性 HCV抗体のみ陽性 HBs・HCV陽性 異常なし HBs抗原陽性率 HCV抗体陽性率

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４ ８３ ２７７ ２ ８ ０ １ ０ ０ ８１ ２６８ ２．４ ２．９ ２．８ ― ０．４ ０．３

４５～４９ ５４ ２１３ ３ ４ ２ ２ ０ ０ ４９ ２０６ ５．６ １．９ ２．６ ３．７ ０．９ １．５

５０～５４ １１３ ３２４ ４ ８ ４ ４ ０ ０ １０６ ３１２ ３．５ ２．５ ２．７ ３．５ １．２ １．８

５５～５９ １４１ ４５０ ５ １８ ２ ８ １ ０ １３３ ４２４ ３．５ ４．０ ３．９ １．４ １．８ １．７

６０～６４ ２２９ ５７０ ５ ２０ ７ ８ ０ ０ ２１７ ５４２ ２．２ ３．５ ３．１ ３．１ １．４ １．９

６５～６９ ３８６ ７４２ ５ ８ ６ ８ ０ ０ ３７５ ７２６ １．３ １．１ １．２ １．６ １．１ １．２

７０～７４ ５２６ ８１９ ８ ９ ８ １５ ０ ０ ５１０ ７９５ １．５ １．１ １．３ １．５ １．８ １．７

７５～７９ ２０５ ２９４ ４ ２ １０ ７ ０ ０ １９１ ２８５ ２．０ ０．７ １．２ ４．９ ２．４ ３．４

８０歳以上 １１７ ２７０ ２ ３ ５ ９ １ ０ １０９ ２５８ １．７ １．１ １．３ ４．３ ３．３ ３．６

計 １，８５４３，９５９ ３８ ８０ ４４ ６２ ２ ０ １，７７１３，８１６ ２．０ ２．０ ２．０ ２．４ １．６ １．８

合 計 ５，８１３ １１８ １０６ ２ ５，５８７ ２．０ １．８
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（４） 平成１４年度肝臓がん検診発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１４年度肝臓がん検診発見癌または癌疑いおよび定期検査による発見癌または癌疑い

肝臓がん検診においては、がんまたはがん疑いの者は一人も発見されなかった。

（定期検査による発見癌または癌疑い）

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ７６ 女 肝癌 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４
２ ７９ 女 肝癌 TAE ０１．０６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ８３
３ ７９ 女 肝癌 切 除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ５３８
４ ８２ 女 肝癌 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ ５
５ ７８ 女 肝癌 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ４
６ ７５ 男 癌なし Ｃ ９５
７ ７５ 女 癌なし （脾門部悪性リンパ腫） Ｃ ５

３）平成７年～平成１４年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ

２）平成１０年～平成１３年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６、４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ５か月後再発
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ ２年１０か月後再発
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ ２年５か月後再発
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 無再燃生存中
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１か月後再発
２０ ７０ 女 ００．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １年８か月後再発
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５か月後再発
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
２８ ７９ 女 TAE ０１．０６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ９か月後再発
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
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７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１４年度実績（鳥取） 平成１４年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １６９，７５４ ３３，６５６，７１２

受 診 者 数（人） ４６，０３３ ４，３７１，７８４

受 診 率（％） ２７．１ １３．０

要 精 検 者 数（人） ３，５６３ ５０１，３３７

要 精 検 率（％） １０．９ １１．５

精 検 受 診 者 数（人） ２，６０４ ３７９，１２１

精 検 受 診 率（％） ７３．１ ７５．６

がん又はがんの疑いのある者 １６１ ７，７６２

が ん 発 見 率（％） ０．３５ ０．１８

Ｈ１４年度受診率全国順位 ６位 ―

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２５，０４０ ２６，５１５，２４４

受 診 者 数（人） ２７，１９７ ３，８６３，３８０

受 診 率（％） ２１．８ １４．６

要 精 検 者 数（人） ８８ ３８，１７３

要 精 検 率（％） ０．３２ ０．９９

精 検 受 診 者 数（人） ６６ ２５，６１２

精 検 受 診 率（％） ７５．０ ６７．１

がん又はがんの疑いのある者 ３３ ７，４３２

が ん 発 見 率（％） ０．１２ ０．１９

Ｈ１４年度受診率全国順位 １１位 ―

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７７，１９８ ３２，８６４，２７８

受 診 者 数（人） ６３，６１６ ７，４９０，４１２

受 診 率（％） ３５．９ ２２．８

要 精 検 者 数（人） ３４３ ２０７，８３０

要 精 検 率（％） ０．５４ ２．８

精 検 受 診 者 数（人） ２７１ １５５，１６６

精 検 受 診 率（％） ７９．０ ７４．７

がん又はがんの疑いのある者 ５９ ７，４８５

が ん 発 見 率（％） ０．０９ ０．１０

Ｈ１４年度受診率全国順位 １９位 ―

５９



区 分 平成１４年度実績（鳥取） 平成１４年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２７，９４４ ２６，８２４，４７３

受 診 者 数（人） ３１，１０５ ３，３３７，２０２

受 診 率（％） ２４．３ １２．４

要 精 検 者 数（人） ８９８ １６６，６４７

要 精 検 率（％） ２．８９ ５．０

精 検 受 診 者 数（人） ７３５ １２９，０１９

精 検 受 診 率（％） ８１．８ ７７．４

がん又はがんの疑いのある者 ４２ ６，１６９

が ん 発 見 率（％） ０．１４ ０．１８

Ｈ１４年度受診率全国順位 ５位 ―

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７７，２５４ ３５，３０６，２０１

受 診 者 数（人） ５３，３３６ ６，０５２，４７３

受 診 率（％） ３０．１ １７．１

要 精 検 者 数（人） ４，４０５ ４３２，１９１

要 精 検 率（％） ８．３ ７．１

精 検 受 診 者 数（人） ２，７６７ ２４９，４０８

精 検 受 診 率（％） ６２．４ ５７．７

がん又はがんの疑いのある者 １３８ １１，９４１

が ん 発 見 率（％） ０．２６ ０．２０

Ｈ１４年度受診率全国順位 ６位 ―
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�．平成１５年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
１５
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
症
例
研
究
会

平
成
１６
年
３
月
６
日（
土
）

午
後
４
時

鳥
取
市

烏
取
県
健
康
会
館

１２
７
名
演
題
：「
胃
が
ん
治
療
最
近
の
動
向
」

講
師
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院
内
科
医
長

岡
田
克
夫
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
岩
美
病
院

秋
藤
洋
一
先
生

中
部
―
１
例
：
吉
中
胃
腸
科
医
院

吉
中
正
人
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

濱
本
哲
郎
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
検
討
会

平
成
１６
年
２
月
１１
日（
水
）

午
後
４
時

鳥
取
市

烏
取
県
健
康
会
館

６７
名
演
題
：「
こ
れ
か
ら
の
子
宮
が
ん
検
診
―
細
胞
診
断
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ー
」

講
師
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院
検
査
科
部
長

中
本

周
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
症
例
研
究
会

平
成
１６
年
２
月
２１
日（
土
）

午
後
４
時

鳥
取
市

烏
取
県
健
康
会
館

８８
名
演
題
：「
肺
が
ん
C
T
検
診
の
現
状
」

講
師
：
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
予
防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
検
診
技
術

開
発
部
画
像
診
断
開
発
室
長

柿
沼
龍
太
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
わ
か
さ
生
協
診
療
所

皆
木
真
一
先
生

中
部
―
２
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
３
例
：
国
立
米
子
病
院

中
村
廣
繁
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
第
１１
回
烏
取
県
検
診
発
見
乳

が
ん
症
例
検
討
会

平
成
１５
年
８
月
２
日（
土
）

午
後
４
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

９０
名
演
題
：「
マ
ン
モ
併
用
検
診
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
の
参
入
に
つ
い
て
」

講
師
：
日
本
乳
が
ん
検
診
学
会
名
誉
会
員
（
岡
山
県
医
師
会
常
任
理
事
、
く

に
と
み
外
科
胃
腸
科
医
院
院
長
）
岡
崎
邦
泰
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

工
藤
浩
史
先
生

中
部
―
２
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

林
英
一
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

衣
笠
陽
一
先
生
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事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１５
年
８
月
９
日（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

７７
名
演
題
：「
興
味
あ
る
大
腸
疾
患
―
山
陰
消
化
器
研
究
会
症
例
よ
り
―
」

講
師
：
国
立
米
子
病
院
外
科
医
長

木
村

修
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

田
中
久
雄
先
生

中
部
―
１
例
：
北
岡
病
院

松
田
哲
郎
先
生

西
部
―
３
例
：
山
陰
労
災
病
院

古
城
治
彦
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１６
年
２
月
７
日（
土
）

午
後
４
時

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

９１
名
演
題
「
肝
細
胞
癌
治
療
の
最
前
線
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
統
合
内
科
医
学
講
座
病
態
内
科
学
分
野
助
教
授

孝
田
雅
彦
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

松
田
裕
之
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

嵯
峨
山

敦
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

岸
本
幸
廣
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１６年３月６日（土） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：岩美病院 秋 藤 洋 一

７５歳、男性

集検歴：平成１２年 異常なし

平成１３年 異常なし

平成１４年 異常なし

経 過：平成１２年からアルコール性肝障害で岩美病院通院中。

平成１５年４月の定期検査で貧血を認め胃内視鏡検査を施行。

噴門部から胃底部にかけての１型胃がんを認め胃全摘術を施行。

１２×８×８�、Type１、T２（ss）、por１、ly１、v１、INFα、Stage�

検 討：平成１３年集検フィルムで胃底部に隆起性病変の指摘が可能。

〔中部症例〕 提出者：吉中胃腸科医院 吉 中 正 人

５５歳、女性

集検歴：平成１０年 異常なし

平成１５年 胃体部、大弯、レリーフ異常

切除標本：胃体上部大弯１．２×１．２�。�c、tub １＞por＋sig、ｍ、ly０、v０、n０、stage�a症例を提

示した。

検 討：見逃せばスキルス胃がんに進展すると考えられる症例である。

従来、車検診で発見される胃がん、ことに早期がんは異所性チェックによる症例が多くを

占めていた。しかし、この症例は高濃度低粘性バリウムを用いた新胃Ｘ線撮影法により、

在存診断にとどまらず性状診断も出来る程に描出されていた。即ち粘膜ヒダの棍棒状腫大

中断、陥凹様が描出されており、内視鏡検査にて不整陥凹を確認し�cと診断した。

撮影を担当した保健事業団の技師の努力を評価したい症例であった。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 濱 本 哲 郎

５６歳、女性

集検歴：平成１４年７月 異常なし

経 過：平成１５年７月に胃集検を受け、胃体部後壁ニッシェ様を指摘されて、平成１５年９月５日に

当院受診。胃内視鏡検査、胃Ｘ線検査等にて胃体部後壁の０―�c型胃癌と診断し、胃切

除術を行った。病理診断は０―�c、１．３×０．７�、signet ring cell carcinoma、深達度ｍ

であった。

検 討：平成１５年の集検フィルムの検討では、病変は椎体と重なる部位のため、病変なのか椎骨の

陰影なのかの判定が難しかった。撮影の技師の方が同部を１枚余分に撮影してくれていた

のが読影に非常に有用であった。また、平成１４年のフィルムの検討では、同部にさらに浅

いニッシェの存在も否定できないが、やはり椎体との重なりのため、通常の読影での指摘

は困難と思われた。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１６年２月１１日（水） 午後４時

場 所 烏取県健康会館

１．症例検討
鳥取大学医学部器官制御外科学講座生殖機能医学分野助教授 紀川純三先生の進行により、症例４

例について症例検討が行われた。

平成１５年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

氏 名
市 町

村 名
検診月日

一次検診

機 関
一次検診結果 精密検査機関

精 密 検 査 結 果

治療機関名
組 織 診 断

進行期

分 類
TMN分類

症例１ 鳥取市 Ｈ９．１０．２

Ｈ１４．９．１３

梅沢産婦

人科医院

梅沢産婦

人科医院

class�

V―adenocarcinoma（子

宮外腫瘍の可能性あ

り）

鳥取赤十字病院 cervical adenocarci-

noma, endocervical

type

�b期 T２bN１M０ 鳥取赤十字病

院

症例２ 境港市 Ｈ１４．１．２９

Ｈ１４．１１．１２

相原医院

相原医院

class�

�a―クロマチン増量、

N／C比大の細胞を極少
数認める

鳥取大学医学部

附属病院

microinvasive carci-

noma

�a１期 T１a１ 鳥取大学医学

部附属病院

症例３ 大栄町 Ｈ１３．８．３１

Ｈ１４．８．３０

鳥取県保

健事業団

鳥取県保

健事業団

class�

class�

体部細胞診標本なし

（依頼書発行）

レディースクリ

ニックひまわり

小笹産婦人科

endometrial adeno-

carcinoma（moder-

ately）

�c期 PT１BN１M０ 鳥取大学医学

部附属病院

症例４ 倉吉市 Ｈ１３．５．１７

Ｈ１４．６．１３

鳥取県立

厚生病院

鳥取県立

厚生病院

class�

class�

臨床診断にて体部癌疑

（体部細胞診標本なし）

鳥取県立厚生病

院

萎縮内膜 鳥取県立厚生

病院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１６年２月２１日（土） 午後４時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：わかさ生協診療所 皆 木 真 一

症 例：７８歳 女性

主 訴：胸部Ｘ線写真異常陰影

既往歴：高血圧症、心房細動、うっ血性心不全にて近医通院中

家族歴：特記することなし

喫煙歴：なし

現病歴：平成１１年より毎年肺がん集団検診を受けＣ判定であった。

平成１４年同検診にてＤ判定となり、かかりつけ医より精査目的で紹介された。自覚症はな

かった。

臨床経過：胸部Ｘ線写真にて左中肺野に１．５×１．０�のややdensityの高い不整形陰影を認めた。胸

部CTでは左S３に約２�の不整形腫瘤影を認め、胸膜陥入を疑った。縦隔リンパ節の腫大

なし。腫瘍マーカーはCEA４．４ng／ml、シフラ１．０ng／ml以下、PRO GRP５１pg／ml（４６未

満）であった。CTガイド穿刺生検にて腺癌と診断され、C―T１N０M０ stage�Aにて手術と

なった。左上葉切除術＋リンパ節郭清を行った。切除標本では左S３に２０×１８×２２�の腫

瘤を認め、病理組織診断では中分化型腺癌、P―T１N１（＃１１＋）M０ stage�Aであった。現

在再発なく経過している。

検 討：検診発見に至るまでの３年間は右上肺野陳旧性陰影でＣ判定であった。retrospectiveに検

討すると平成１１、１２年の写真では左中肺野、前後肋骨影の重なる直上に血管影に続くよう

なdensityの高い横長の陰影を認めた。しかし指摘は困難と考えられた。平成１３年の写真

では後肋骨影の上に淡く下方半円のような陰影が認められ、この時点で指摘すべき陰影と

考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症例�：７８歳、女性

平成１２年はＣ判定、平成１３年はＢ判定、平成１４年はＤ判定となり、当院受診となった。た

ばこ指数０で、他に問題なし。Ｄ判定となったのは、左下肺野の陰影だったが、直接写真

では、異常陰影を認めず、胸部CTを行った。CTでは、右S８にcoin lesionを認め、左下肺

野には炎症瘢痕と考えられる線上の陰影を認めるのみであった。肺生検で右下肺野の陰影

は腺癌の診断、胸腔鏡下右下葉切除、ND２aを施行した。右S８に１．７×１．５×１．０�のpapil-

lary adenocarcinoma、p―T２N０M０、p２d０e０pm０（p０）、p―Stage�Bであった。

症例�：６５歳、男性

平成１０年から平成１３年まではＣ判定、平成１４年はＤ判定となり当院受診した。たばこ指数

１，０００であった。右上肺野に５�大の陰影あり、肺生検で扁平上皮癌の診断となった。

前方腋か開胸で右上葉切除、ND２aを施行した。C―T２N２M０であり、右S１を中心に５．５×４．５
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×４�の腫瘍、P／D squamous cellcarcinoma、ly（＋）、v（－）、p―T２N２M０、P０d０e０m０（P０）、

p―Stage�Aであった。

まとめ：症例�は間接、直接写真ともに発見困難でCTで認められて幸運であった。本日の講演の

CT検診であれば、間違いなく発見される症例であった。

症例�はretrospectiveに見ると、平成１２年より認められており、遅くとも平成１３年には発

見しなければならず、反省させられた症例であった。また、平成１４年まではＤとＥの判定

基準が曖昧であり、Ｄ判定としていた。今後は肺癌を疑うならＥ判定するように座長より

説明があった。症例２は当然Ｅ判定すべきであったことを清水教授よりご指摘を受け、今

後の意識改革になったことと考えている。

〔西部症例〕 提出者：国立米子病院 中 村 廣 繁

症例�：６２歳、女性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：毎年肺癌検診を受けるが、異常を指摘されたことはなかった。平成１４年９月９日、検診で

胸部Ｘ線異常陰影（Ｅ判定）を指摘され、当院を受診した。

臨床経過：平成１０年、１１年、１２年、１３年の検診はＢ判定で平成１４年に右肺門部陰影をＥ判定とされ

た。胸部CTで右S３bに腫瘍を認め、気管支鏡下生検で肺癌と診断された。腫瘍は心膜周

囲脂肪に浸潤しており、右肺上葉切除＋心膜周囲脂肪合併切除＋リンパ節郭清を施行した。

大きさ３５×３０×２８�、中分化型腺癌、pT３N１M０、�Aの最終診断であった。

本症例は毎年検診を受けていたにもかかわらず、陰影が肺門部血管と重なり、見落とされ

た可能性の高い進行癌であった。顧みれば平成１２年より陰影を認め、少なくとも平成１３年

には指摘されるべきであった。

症例�：４９歳、男性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：毎年肺癌検診を受けるが、異常を指摘されたことはなかった。平成１４年１０月３日、検診で

胸部Ｘ線異常陰影（Ｅ判定）を指摘され、当院を受診した。

臨床経過：平成１３年の検診はＢ判定で、平成１４年に右下肺野の陰影をＥ判定とされた。胸部CTで

右S３bに腫瘍を認め、CTガイド下生検で肺癌疑いと診断された。胸腔鏡下右肺下葉切除

＋リンパ節郭清を施行した。

大きさ１９×１２×１８�、高分化型腺癌、pT１N０M０、�Aの最終診断であった。

本症例は毎年検診を受けていたにもかかわらず、陰影が右乳頭部及び肋骨と重なり、見落

とされた可能性が高い。高分化型であったがムチン産生タイプで陰影の増大は比較的早

かった。

症例�：７７歳、男性

主 訴：胸部Ｘ線異常陰影

現病歴：毎年肺癌検診を受けるが、異常を指摘されたことはなかった。平成１４年８月７日、検診で

胸部Ｘ線異常陰影（Ｄ判定）を指摘され、当院を受診した。

臨床経過：平成１３年の検診はＢ判定で平成１４年に左上肺野の陰影をＤ判定とされた。

胸部CTで左S３bに腫瘍を認めたが、術前のCTガイド下生検では確定診断を得られなかっ

た。腫瘍は辺縁不整で、周囲にスリガラス陰影（GGO）を認めた。肺癌を強く疑うため、

手術を施行した。胸腔鏡下生検で肺癌と診断され、胸腔鏡下左肺上葉切除＋リンパ節郭清

６８



を施行した。

大きさ１４×１２×１２�、高分化型腺癌、pT１N０M０、�Aの最終診断であった。

本症例は毎年検診を受けていたにもかかわらず、陰影が左肋骨と重なり、見落とされたと

考えられる。高分化型でGGOを有し、胸部Ｘ線での発見が困難であった可能性が高い。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１５年８月２日（土） 午後４時

場 所 鳥取県西部医師会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 工 藤 浩 史

４４歳、女性。

平成１３年の乳がん検診では異常なし。平成１４年９月２９日に左乳房のしこりに気づき、某病院外科を

受診して超音波、マンモグラフィ、視・触診にて異常なし。

平成１４年１１月１８日に乳がん検診を受け、左乳腺（Ａ）に腫瘍を指摘され当科受診。超音波、マンモ

グラフィ、視・触診が施行された。

触診では左乳房（Ａ）に５．２×３．８�の弾性硬、辺縁・表面不整の腫瘍を触知した。腋窩リンパ節は

触知せず。マンモグラフィでは左Ａ領域に５．５×４．５×２．８�の辺縁不明瞭で微細鋸歯状の陰影が認め

られ、カテゴリー４とした。超音波では同部に７×４�の辺縁不整で内部エコーの不均一な腫瘍影を

認めた。穿刺吸引細胞診が２回施行されたが、いずれも炎症細胞、多核組織球、結合織、線維芽細胞

などを認め、炎症性偽腫瘍と診断した。抗生物質と消炎剤の投与と切開排膿を繰り返して、治癒した。

この症例は肉芽腫性乳腺炎と考えられるが、画像上は癌が極めて疑われた。このような症例もまれ

にはあるので、画像診断のみに惑わされることなく、我々のように穿刺吸引細胞診の再検を行い、

over surgeryを避ける努力が必要と思われる。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 林 英 一

外来において初診時に乳癌と診断できなかった２症例を報告する。

症例�：４８歳、女性

乳頭異常分泌を主訴に来院するも、諸検査において異常を確認することが出来ず経過観察

とした。その９ケ月後、左乳房腫瘤に気付き再度来院。乳癌の診断にて手術を施行。腋窩

リンパ節転移陽性で、術後１年後に肝転移を来し、その１年後に死亡した。

症例�：５０歳、女性

右乳房の米粒大の腫瘤を主訴に来院。エコー上５�大の腫瘤を認めたが、乳癌の診断に至

らずしばらく経過観察とした。３ケ月後同腫瘤は１．５�大となり、精査の結果、乳癌と診

断し手術を施行。腋窩リンパ節転移陽性で、２年３ケ月後肝転移が出現、現在も治療中で

ある。

いずれも初診時に乳癌の診断がなされず、術後肝転移を来した症例であった。経過観察と

したことが悔やまれる症例であった。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 衣 笠 陽 一

６２歳、女性

平成１４年１２月乳がん検診を受けるも異常なしと言われた。半年後の平成１５年６月５日、右乳腺腫瘤

に気付き他院を受診し当科を紹介された。来院時、右乳腺上外側（Ｃ領域）に硬い２．５×２．５�大の腫

瘤と右腋窩に硬く腫大したリンパ節を触知した。

MMGではMLOでカテゴリー４の腫瘤影と腫大した腋窩リンパ節を認めた。CCではスピキュラを
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伴う高濃度の腫瘤影でありカテゴリー５であった。超音波検査では縦長で内部低エコー境界不明瞭な

腫瘤が認められ悪性が強く疑われた。細胞診では乳頭癌が疑われた。MRIでは孤立性でスピキュラを

伴い造影剤で強調されていた。

乳房温存が可能であったが、本人の希望にて胸筋温存乳房切除術を行いレベル�まで郭清した。病

理組織検査ではpapillotubular and scirrhous carcinoma １．０×０．９�、ER（－）、PGR（－）、リンパ節

レベル�（＋）３／５、c―erB―２（＋）、HER２蛋白（３＋）との結果であった。

半年後に乳がん検診を受け異常なしとされた中間期乳癌の１例を経験した。腋窩に腫大した転移性

リンパ節を有する進行癌であった。来院時MMGはカテゴリー５で半年前にも病変が存在していたも

のと思われ、MMG併用検診は見落としの危険性を低下させるものと思われた。乳腺全体を注意深く

丁寧に触診する必要がある。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１５年８月９日（土） 午後４時

場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 田 中 久 雄

５１歳、女性

大腸がん検診便潜血検査（二日法）にて＋・－と要精査となり当科外来受診。

注腸造影：直腸Rb右側前壁に１５�大の隆起性病変を認めた。頂部に浅い陥凹と思われるバリウム

の溜まりを認めた。

大腸内視鏡検査：直腸Rb右側前壁に１５�大の隆起性病変を認めた。ひだの上にまたがる様に存在

するために、深達度診断の間接所見は不明瞭であったが、腫瘍径や陥凹がやや深く形成さ

れていたことより、sm層程度の深達度と思われた。

病理組織学的所見：低位前方切除術が施行された。Moderately differentiated tubular adenocarci-

noma、ss、INFβ、ly０ v０ n０であった。

検 討：大腸癌の深達度診断は通常内視鏡検査（色素内視鏡）のほかに、注腸造影検査、超音波内

視鏡検査、拡大内視鏡検査があるが、一般の臨床の場においては通常の内視鏡検査におけ

る診断が重要である。Sm massive癌の内視鏡所見として分葉の欠如や緊満感などの腫瘍

自体がもつ表面所見のみでは診断は困難であり、孤の硬化像や台状挙上などの伸展不良所

見（間接所見）に注意して診断しなければならない。

〔中部症例〕 提出者：北岡病院 松 田 哲 郎

８５歳、男性

現病歴：平成１２年の大腸がん検診で便潜血陽性を指摘され、当院で全大腸内視鏡検査を施行したが、

異常なしと診断した。平成１３年の検診でも便潜血陽性となり、大腸内視鏡検査でＳ状結腸

癌と診断し手術を行った。切除標本の病理学的診断で深達度mpの進行癌であった。

検 討：この症例は平成１２年の内視鏡検査時、すでにがん化していただろうと思われる病変を見逃

したものと考えられた。大腸内視鏡検査は屈曲部は盲点となり易くどんなに注意をして検

査を行っても見落とし率をゼロにすることは不可能かもしれないが、横行結腸やＳ状結腸

の屈曲部で観察が不十分だと感じた時には、体位変換をしたり、空気量を調整したり、出

し入れを繰り返したりして出来るだけ見落とし率を下げるように努力するとともに、逐年

検診の重要性を痛感させられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 古 城 治 彦

検診後精密検査での見逃し例についての検討

症例�：６５歳

平成１２年便潜血陽性、内視鏡検査でＳ状結腸ポリープ切除を受けたが、上行結腸へのス

コープ挿入は出来なかった。平成１３年便潜血陽性、CEA１１．５、精査にて上行結腸に進行

癌を認めた。
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手術所見：３５×３５�、２型、ss、porr、ly１ v０ n０

反 省：全内視鏡検査に失敗した時は再検査、または注腸検査が必須である。

症例�：７０歳

平成１２年９月便潜血陽性、注腸検査で異常なしと判定。平成１３年９月便潜血陽性、注腸検

査で横行結腸中部に進行癌を認めた。

手術所見：３５×３５�、２型、ss、mod、ly１ v０ n０

反 省：初回注腸造影写真の見直しで、横行結腸中部に低い隆起性病変が指摘出来た。読影時の見

逃しであった。

症例�：７０歳

平成１１年便潜血２回陽性、注腸造影で憩室を指摘、内視鏡検査を勧めたが拒否された。平

成１２年便潜血２回陽性、注腸造影で異常なしと判定。平成１３年便潜血２回陽性、注腸造影

にて上行結腸肝弯曲部に全周性の進行癌を認めた。

手術所見：６５×４０�、２型、ss、poor、ly１ v０ n（＋）

反 省：初回及び２回目の注腸造影写真の見直しでは、上行結腸と横行結腸が重なっていたり、二

重造影像でバリウムが十分に捌けていない、又、バリウムの付着が不十分で二重造影像が

空気造影となっていた、など撮影技術の問題が指摘された。しかし、初回検査時の同部の

充盈像で片側性陰影欠損は読影可能と思われた。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成１６年２月７日（土） 午後４時

場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 松 田 裕 之

７８歳・女性

既往歴・家族歴・飲酒歴：特記事項認めず

現病歴：昭和６０年頃より、肝機能異常の為、時折近医通院加療。平成９年７月、肝臓がん検診の際、

HCV抗体陽性を指摘され、HCV―RNA陽性よりＣ型慢性肝炎と診断される。以後、約１

年間は定期経過観察を行っていたが、平成１０年秋以降は定期経過観察を自己判断により中

断し、年１回のみ超音波検査を受けていた。平成１４年９月、約１年ぶりに前医で超音波検

査を受けたところ、肝SOLを指摘され、精査のため当院受診、入院となる。

入院時検査成績：GOT５０U／l、GPT２３U／l、Alb４．２g／dl、T. Bil０．９�／dl、PT１０３％、ICG１３％、

AFP４ng／ml

画像診断のまとめ：超音波検査 S８径４０� mosaic―echoic lesion

ダイナミックCT 同部 iso～high～low

DSA 同部 tumor stain（＋）

CT―AP 同部 defect（＋）

CT―A 同部 stain（＋）

以上より、Ｃ型慢性肝炎に合併した肝細胞癌と診断された。

診 断：肝細胞癌、Stage�・肝障害度Ａ

治 療：平成１４年９月２１日S８腫瘍に対し、経カテーテル的肝動脈塞栓術施行。さらに、肝動脈塞

栓術では遺残が懸念される被膜外浸潤癌細胞に対し、同年１０月４日経皮的ラジオ波焼灼療

法を追加、以後経過観察中であるが、治療後１年３か月後のダイナミックCT所見では再

発は認められていない。

考 察：肝臓がん検診によりＣ型慢性肝炎を指摘され、経過観察中に肝細胞癌が診断された症例。

本例では年１回の受診勧奨により超音波検査を受け診断時径４０�の肝細胞癌が発見された

が、Ｃ型慢性肝炎例では、小肝癌の早期診断には３～６か月に１度の定期超音波検査によ

るフォローアップが望ましいと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 嵯峨山 敦

４４歳、男性

主 訴：肝腫瘍治療目的

家族歴・社会歴：父親が肝疾患（HBV陽性）で死亡、母親は不明。輸血歴なし。

既往歴：特記事項なし

現病歴：健康診断で肝機能障害の指摘を受け、慢性Ｂ型肝炎と診断された。

その後、近医で内服治療を受けたが、トランスアミナーゼが１００前後と安定しないため、

平成１３年７月より、ラミブジンの投与も開始された。HBe抗原価、HBV―DNA値は低下し
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たが、PIVKA―� ２１２６０、と著明な上昇が見られた。そのため腹部超音波を施行、肝腫瘍

を認められ、平成１５年２月に紹介入院となった。

入院時血液検査成績：T. Bil１．１�／dl、Alb３．５g／dl、PT７６％、ICGR１５ ２６％、AST１４６IU／l、

ALT６２IU／l PLT１１．５×１０４／μl、HBsAg（＋）、HBeAg（＋）、HBeAb（－）、HBV―DNA

４．５LGE／ml、AFP２９２７ng／ml

画像診断成績：

腹部超音波 肝後前区域（S６／５）に径６�の境界不鮮明なSOL門脈右枝（P６）に腫瘍栓、

腹水あり

肝ダイナミックCT

S６／５のSOLは早期相で不均一なhigh、晩期相で門脈腫瘍栓描出

肝前区域（S８）に径２�のSOL早期相でhigh、晩期相はiso

腹水あり

CTA S６／５、S８にtumor stain

CTAP S６／５、S８にdefect、

血管造影 S６／５、S８にtumor stain

検査結果のまとめ：Image St―PA、６� 浸潤型 Vp３ Stage �A（T４N０M０）

Child B（Child―Pugh８点）、CLIP score５点、JIS score４点

治 療：S６／５の腫瘍に対して、肝動脈塞栓術を行った。一時的に腫瘍マーカーの低下が得られた

が、術後１ケ月後より再上昇した。肝機能の悪化もあり、それ以上の治療は出来なかった。

入院後２ケ月で退院、その３ケ月後に死亡された。

考 察：Ｂ型ウイルス陽性慢性肝疾患では、病変の進行度によらず発癌がみられるため、肝炎の自

然経過を踏まえた治療に加え、肝がんの発症にも充分な注意が必要である。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 岸 本 幸 廣

平成９年度肝臓がん検診症例研究会において、HCV抗体陽性患者で腹部エコー上、脂肪肝のなか

に２５�大の高エコーと低エコーの混在する肝腫瘤を認め、肝細胞癌と読影し、他の画像検査にて最終

的には肝血管腫と診断した症例を発表した。この結果、腹部エコー検査にて脂肪肝の中にみられる肝

腫瘤は読影により注意が必要である旨を報告した。今回、HBV陽性患者で２年前に肝腫瘤を指摘し

ながら、脂肪肝のspared areaと読影し、その後のfollow―upにてspared areaの一つが肝細胞癌であっ

た症例を経験したので報告する。

５７歳、男性

主 訴：AFP値およびPIVKA―�値の上昇

既往歴：高血圧、肥大型心筋症、糖尿病にて平成１１年より治療中。平成１３年１０月当科にてＢ型肝炎

及び肝腫瘤として精査を受けるも経過観察となった。

家族歴：肝疾患なし。

生活歴：飲酒歴なし、喫煙歴３０本／日×３５年間。

現病歴：平成１３年以降、近医にてHBVキャリアにてfollow―upを受けていたが、平成１５年１２月AFP

値およびPIVKA―�値の上昇を指摘されて、再度紹介となった。自覚症状は特になし。

現 症：１６０�、７２�。理学的に胸部心尖部付近に軽度の収縮期雑音を聴取する。腹部は平坦で軟、

肝脾は触知せず、圧痛もなし。

検査成績（平成１３年１０月１２日）：GOT ７３IU／l、GPT ９３IU／l、γ―GPT ７４IU／l、TB ０．６�／dl、Alb
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４．９g／dl、HBsAg（＋）、HBeAg ０．３（－）、HBeAb １００％（＋）、HBV―DNA（probe）

＜０．７０Meq／ml、HCVAb（－）、AFP ４ng／ml、PIVKA―� １３０mAU／ml

画像診断所見：

腹部超音波：肝は全体にbright liverの所見を呈しており、S２に２５�×１５�大の矩形の低

エコーSOLとS６に２０�大の同じく低エコーSOLを認めた。

腹部Dynamic CT所見：S２およびS６の腫瘤は共にいずれの相においても軽度のhigh den-

sityを呈する腫瘤であり、造影効果は認められなかった。

臨床経過：以上の所見より、両腫瘤とも脂肪肝におけるspared areaと診断し、PIVKA―�が上昇

していることより、注意して経過観察することとした。その後、AFPとPIVKA―�が共に

上昇し、平成１５年１２月１０日再び紹介となった。

検査成績（平成１５年１２月１０日）：GOT ４５IU／l、GPT ５１IU／l、γ―GPT ５９IU／l、TB ０．７�／dl、Alb

４．８g／dl、HBsAg（±）、HBeAg０．３（－）、HBeAb１００％（＋）、HBV―DNA（PCR）＜２．６

logコピー／ml、AFP８４ng／ml、AFP―L３１７％、PIVKA―�２９４mAU／ml

画像診断所見：

腹部超音波：肝は全体にbright liverの所見のままであり、S２には平成１３年と同様に２５�

大の低エコーSOLを認めた。しかし、S６のSOLは中心部に約１０�大の高エコー部

分を有する３０�大の低エコーへと変化しており、腫瘤そのものも２０から３０�大へ

と増大していた。

腹部 Dynamic CT所見：S２の腫瘤は平成１３年と変化はみられず、A―P shuntが存在する所

見が認められた。S６の腫瘤は中心部よりやや腹側寄りに造影効果を有さない８

�大のlow density areaを有する動脈相で造影効果の認められる３０�大の腫瘤へ

と変化していた。

DSA所見：S２にはA―P shunt所見が認められたが、腫瘍濃染像はなかった。S６の腫瘤は

CTと同様に中心部が造影されない部分を有する腫瘍濃染像を認めた。

診 断：Ｂ型慢性肝炎及び脂肪肝に合併した�肝S６の肝細胞癌（分化度の異なる組織部分あるい

は急性壊死部分を含む）・T２・Stage�、�肝S２のspared area.

考 察：Ｂ型慢性肝炎に脂肪肝が合併したため、画像診断にて悪性所見と鑑別が困難であった症例

であるが、初回の受診時の画像を良く見直してみると、肝S６の病変部の中心にエコーで

高エコー及びCTにて全体がややhigh densityである中にlow densityの部分を認め、この

所見がいわゆるspared areaと異なることに注意すべきであった。いずれにしても、脂肪

肝にみられた腫瘤の診断には注意を要することが再認識された症例であった。
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １６ ３１ ５３９ ７ １４ １９４ ２０ ３，３５２ ４３６ ４３ ３，３９７ １，１６９

子 宮 が ん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ ２０ ５８ ７ ４０ ６１ ９ ７３ ６４ ２０ １３３ １８３

乳 が ん １ １８ ４６ １ ２０ ２２ １ ５ ３８ ３ ４３ １０６

大 腸 が ん ８ ８ ２９２ ９ ３６ ２４２ ２３ ２７９ ４８６ ４０ ３２３ １，０２０

肝 臓 が ん ５ １４ ２５４ １ １ １８ ５ １９ ７０ １１ ３４ ３４２

合 計 ３４回 ２５回 ５８回 １１７回
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�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受付ます。ご不明の点がありましたら、

鳥取県健康対策協議会事務局（!０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

平成１５年度より登録期間が、３年間となりましたので、ご留意下さい。

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１ Ｈ１８年度中 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ１４．４．１～Ｈ１７．３．３１ Ｈ１６年度中

乳がん一次検診 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１
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鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部６回／年
西部２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部１１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部２回／年 ３点

消化器病研究会 中部６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ３点

消化管研究会 西部２２回／年 ３点

境港市胃がん大腸がん読影報告検討会 西部１回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点
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鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検診症例

検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回しか受講でき

なかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たしたこととする。

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に１回以上受講していること。

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び

子宮がん検診症例検討会
全県１回／年
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鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。」及び乳房専用超音波検査装

置を有すること。

２ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

３ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市町村に

送付すること。

４ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

５ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、乳が

ん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めることとし、でき

れば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、「乳

がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県乳腺疾患研

究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付すること。

６ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届け出る

こととし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像の提出

を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結果を委

員会での審議の資料とする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

中国・四国乳腺研究会 １回／年 ３点

山陰乳癌研究会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、

大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

胃疾患研究会 東部１１回／年 １点

消化器病研究会 中部６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点

消化管研究会 西部２２回／年 １点

境港市胃がん大腸がん読影報告検討会 西部１回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に掲出して討議できること。

７ 担当医は、大腸がん検診従事者講習会を少なくとも３年に１度は受講すること。

８ 担当医は、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

胃疾患研究会 東部１１回／年 １点

消化器病研究会 中部６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点

消化管研究会 西部２２回／年 １点

境港市胃がん大腸がん読影報告検討会 西部１回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査及び

HCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。

（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。

（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記録装

置を有していること。

（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。

※ 上記基準に合致しなくても本委員会が承認した装置であればよい。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。ただ

し、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び

症例検討会
全県１回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県１回／年 ２点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部２回／年 ２点

肝臓がん撲滅運動講演会 西部１回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその

都度協議することとする。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳がん検診

従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重点をお

いた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例

検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師系委員

から（１）に準じて指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分能力が得られ

たと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できるものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会

東部１回／年
中部１回／年
西部１回／年

３点

中国・四国乳腺研究会 １回／年 ３点

山陰乳癌研究会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にもあるよ

うに一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書の第１０報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々御助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会副会長岡本公男先生に御指導をいただきました。また、県医師会事

務局の岩垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝を頂きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 宮 � 博 実
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